
 
「

サ
バ
ナ

・
イ
ェ

グ
ア
・

ダ
ム
上

流
域
の

持
続
的

流
域
管

理
計
画

」
 

評
価

グ
リ

ッ
ド

 
評

価
設
問

 
5
項

目
 

大
項

目
 

小
項

目
 

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ
収

集
方
法

 

 

 1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
対

象
地

域
(1

4
村

落
)の

住

民
が

，
ス

ー
ル

･フ
ツ

ー
ロ

財
団

か
ら

指

導
を

受
け

た
技

術
を

実
践

し
て

い
る

か
。

関
係
者
（

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
，

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

，
お

よ
び

対

象
地

域
の

住
民

，
以

下
同

様
）

か

ら
の
事
情
聴
取

 

上
位

目
標

が
達

成
さ

れ
る

見
込

み
は

あ
る

か
 

対
象

地
域

の
森

林
面

積
が

増
加

し
て

い

る
か

。
 

関
係
者
か
ら
の
事
情
聴
取
、
報
告

書
類

 

ス
ー

ル
･
フ

ツ
ー

ロ
財

団
，

パ
ー

ド

レ
・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

，
お

よ
び

対
象

地

域
の

住
民

 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
，

お
よ

び
パ

ー
ド

レ
・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

の
流

域
管

理
技

術
は

向
上

し

た
か

。
 

関
係
者
か
ら
の
事
情
聴
取
、
報
告

書
類

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
，

お
よ

び
パ

ー
ド

レ
・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
能

力
は

向
上

し
た

か
。

 

実
施

機
関

の
報

告
書

、
関

係
者

か

ら
の

事
情

調
聴

取
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
達

成
さ

れ

た
か

 

実
施

に
あ

た
っ

て
C

/
P

機
関

側
の

事
業

へ
の

関
与

の
程

度
は

ど
の

よ
う

で
あ

っ
た

か
。

 

関
係

者
か

ら
の

事
情

調
聴

取
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

対
象

地
域

の
住

民
 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

 

対
象

村
落

の
自

然
環

境
や

社
会

経
済

状
況

に
関

す
る

報
告

書
が

作
成

さ
れ

た

か
。

 

関
係

者
か

ら
の

事
情

調
聴

取
、

報

告
書

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

 

実
績

の

検
証

 

成
果

は
計

画
通

り
産

み
出

さ
れ

た
か

 

ア
グ

ロ
フ

ォ
レ

ス
ト
リ
ー

年
次

計
画

お
よ

び

簡
易

感
慨

農
業

年
次

計
画

が
策

定
さ

れ
，

ア
グ

ロ
フ

ォ
レ

ス
ト

リ
ー

お
よ

び
簡

易

灌
漑

農
業

が
対

象
村

落
で

導
入

さ
れ

た

か
。

 

関
係

者
か

ら
の

事
情

調
聴

取
、

報

告
書

の
デ

ー
タ

（
森

林
面

積
，

焼
畑

農
家

の
戸

数
，

ア
グ

ロ
フ

ォ
レ

ス
ト
リ

ー
の

面
積

）
、

2
種

の
年

次
計

画
書

の
確

認
，

ア
グ

ロ
フ

ォ
レ

ス
ト
リ

ー
マ

ニ
ュ

ア
ル

改
訂

版
の

確
認

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

現
地

踏
査

（
ア

グ
ロ

フ
ォ

レ
ス

ト
リ

ー
お

よ
び

簡
易

灌
漑

農
業

の
確

認
）
、

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
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「

サ
バ
ナ

・
イ
ェ

グ
ア
・

ダ
ム
上

流
域
の

持
続
的

流
域
管

理
計
画

」
 

評
価

グ
リ

ッ
ド

 
評

価
設
問

 
5
項

目
 

大
項

目
 

小
項

目
 

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ
収

集
方
法

 

 

 2

対
象

村
落

の
ニ

ー
ズ

に
基

づ
い

た
植

林

計
画

に
沿

い
，

植
林

計
画

に
沿

っ
た

活

動
お

よ
び

評
価

が
で

き
る

か
。

 

 

関
係

者
か

ら
の

事
情

調
聴

取
、

報

告
書

デ
ー

タ
（
造

林
面

積
，

生
産

さ

れ
た

苗
木

の
数

）
，

村
落

毎
の

植

林
計

画
の

確
認

，
苗

木
生

産
計

画

の
確

認
，

植
林

地
管

理
簿

と
そ

の

更
新

状
態

の
確

認
 

対
象

地
域

の
住

民
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

対
象

地
域

の
住

民
 

現
地

踏
査

（
植

林
地

お
よ

び
育

苗
施

設
の

確
認

）
、

関
係

資
料

、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

対
象

地
域

に
お

い
て

森
林

火
災

の
予

防
・
消

化
体

制
が

強
化

さ
れ

た
か

。
 

関
係

者
か

ら
の

事
情

調
聴

取
、

報

告
書

デ
ー

タ
（
住

民
に

よ
る

消
防

団

の
数

，
森

林
火

災
発

生
件

数
）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

対
象

地
域

の
住

民
 

現
地

踏
査

（
住

民
に

よ
る

消
防

団
の

確
認

）
、

関
係

資
料

、
質

問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

C
/
P

に
技

術
移

転
が

な
さ

れ
た

か
。

 

活
動

に
当

た
っ

て
、

適
正

な
技

術
指

導

が
な

さ
れ

た
か

。
 

関
係

者
か

ら
の

事
情

調
聴

取
、

報

告
書

デ
ー

タ
 

C
/
P

の
技

術
･管

理
能

力
は

向
上

し
た

か
。

 
関

係
者

か
ら

の
事

情
調

聴
取

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

 

 

専
門

家
の

派
遣

 
派

遣
時

期
、

人
数

、
担

当
分

野
 

日
本

側
資

金
投

入
の

実
績

 

 

報
告

書
、

関
係

機
関

か
ら

の
事

情

調
聴

取
 

日
本

側
資

機
材

投
入

の
実

績
 

提
供

機
材

リ
ス

ト
、

現
状

機
材

と
提

供
リ
ス

ト
と

の
整

合
、

作
動

の
確

認
 

C
/
P

の
研

修
派

遣
実

績
 

派
遣

の
実

績
、

人
数

、
担

当
分

野
，

派
遣

者
の

レ
ベ

ル
 

ＪＣ
Ｃ

の
設

置
 

委
員

会
の

活
動

状
況

 

C
/
P

の
配

置
（
ス

ー
ル

フ
ツ

ー
ロ

財
団

お

よ
び

環
境

・
天

然
資

源
省

）
 

サ
ポ

ー
ト

ス
タ

ッ
フ

(運
営

ス
タ

ッ
フ

，
秘

書
、

ド
ラ

イ
バ

ー
)の

配
置

 

人
数

、
延

べ
人

数
，

内
訳

 

投
入

は
計

画
通

り
実

施
さ

れ
た

か
 

C
/
P

人
件

費
の

負
担

 
コ

ス
ト

，
関

係
機

関
か

ら
の

事
情

調

聴
取

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー
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「

サ
バ
ナ

・
イ
ェ

グ
ア
・

ダ
ム
上

流
域
の

持
続
的

流
域
管

理
計
画

」
 

評
価

グ
リ

ッ
ド

 
評

価
設
問

 
5
項

目
 

大
項

目
 

小
項

目
 

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ
収

集
方
法

 

 

 3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
に

必
要

な
資

機
材

や

施
設

の
提

供
 

必
要

機
材

リ
ス

ト
、

現
状

確
認

、
関

係
機

関
か

ら
の

事
情

調
聴

取
 

現
地

踏
査

、
資

機
材

確
認

、
関

係
資

料
、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ

ー
 

そ
の

他
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト
の

負
担

 
コ

ス
ト

，
関

係
機

関
か

ら
の

事
情

調

聴
取

 

 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

 

活
動

は
計

画
通

り
に

実
施

さ
れ

た
か

。
 

活
動

計
画

の
確

認
、

関
係

者
か

ら

の
事

情
調

聴
取

 

技
術

移
転

の
方

法
は

適
正

だ
っ

た
か

。
 

関
係

者
か

ら
の

事
情

調
聴

取
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
（
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

仕
組

み
、

意
思

決
定

過

程
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

、
C

/
P
、

JI
C

A

現
地

事
務

所
，

JI
C

A
本

部
担

当
，

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

仕

組
み

な
ど

）
に

問
題

は
な

か
っ

た
か

。
 

関
係

者
か

ら
の

事
情

調
聴

取
、

マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
の

確
認

 

実
施

機
関

や
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

対
す

る
認

識
は

高
い

か
。

 

適
切

な
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

配
置

さ
れ

た
か

。
 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
・
グ

ル
ー

プ
や

関
係

組
織

の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
の

参
加

度
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

対
す

る
認

識
は

高
い

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
の

準
備

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
過

程
で

生
じ

て
い

る
問

題
や

、
効

果
発

現
に

影
響

を
与

え

た
要

因
は

何
か

。
 

関
係

者
か

ら
の

事
情

調
聴

取
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

JI
C

A
現

地
事

務
所

 

JI
C

A
本

部
担

当
 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

 

予
定

の
時

期
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
対

象
村

の

自
然

，
社

会
状

況
を

把
握

し
，

分
析

し
た

か
。

 
対

象
村

落
の

自
然

環
境

や
社

会
経

済
状

況
に

関
す

る
情

報
が

整
理

さ
れ

た
か

 
予

定
の

時
期

に
流

域
管

理
に

関
す

る
住

民
の

実
践

，
問

題
，

イ
ニ

シ
ア

チ
ブ

が
整

理
さ

れ
た

か
。

 

関
係

者
か

ら
の

事
情

調
聴

取
 

活
動

計
画

表
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

 

実
施

プ

ロ
セ

ス

の
検

証
 

   

予
定

の
時

期
に

対
象

地
域

に
お

い
て

導

入
可

能
な

ア
グ

ロ
フ

ォ
レ

ス
ト

リ
ー

が
分

析
さ

れ
た

か
 

関
係

者
か

ら
の

事
情

調
聴

取
 

活
動

計
画

表
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー
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「

サ
バ
ナ

・
イ
ェ

グ
ア
・

ダ
ム
上

流
域
の

持
続
的

流
域
管

理
計
画

」
 

評
価

グ
リ

ッ
ド

 
評

価
設
問

 
5
項

目
 

大
項

目
 

小
項

目
 

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ
収

集
方
法

 

 

 4

予
定

の
時

期
に

ア
グ

ロ
フ

ォ
レ

ス
ト

リ
ー

の
活

動
対

象
者

の
選

定
お

よ
び

対
象

地

が
設

定
さ

れ
た

か
。

 

予
定

の
時

期
に

ア
グ

ロ
フ

ォ
レ

ス
ト

リ
ー

の
年

間
活

動
計

画
が

作
成

さ
れ

た
か

。
 

予
定

の
時

期
に

ア
グ

ロ
フ

ォ
レ

ス
ト

リ
ー

の
技

術
指

導
が

行
わ

れ
た

か
。

 

予
定

の
時

期
に

中
央

育
苗

畑
に

お
い

て

果
樹

名
易

の
生

産
が

行
わ

れ
た

か
。

 

予
定

の
時

期
に

ア
グ

ロ
フ

ォ
レ

ス
ト

リ
ー

の
技

術
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
改

訂
さ

れ
た

か
。

予
定

の
時

期
に

簡
易

灌
漑

農
業

施
設

の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

の
高

い
地

区
が

把
握

さ

れ
た

か
。

 

予
定

の
時

期
に

簡
易

灌
漑

農
業

導
入

と

森
林

保
全

に
対

す
る

合
意

を
形

成
し

，

地
区

毎
に

簡
易

灌
漑

農
業

の
実

施
グ

ル

ー
プ

を
設

立
し

た
か

。
 

予
定

の
時

期
に

住
民

の
意

向
を

踏
ま

え

た
簡

易
灌

漑
農

業
の

年
間

活
動

計
画

が

作
成

さ
れ

た
か

。
 

予
定

の
時

期
に

簡
易

灌
漑

農
業

の
技

術

指
導

が
行

わ
れ

た
か

。
 

予
定

の
時

期
に

簡
易

灌
漑

農
業

の
技

術

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

作
成

さ
れ

た
か

。
 

予
定

の
時

期
に

ア
グ

ロ
フ

ォ
レ

ス
ト

リ
ー

お
よ

び
簡

易
灌

漑
農

業
の

導
入

に
よ

る

森
林

保
全

へ
の

イ
ン

パ
ク

ト
が

分
析

さ
れ

た
か

。
 

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

        森
林

保
全

全
般

に
関

す
る

意
識

の
向

上
を

目
指

し
て

，
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

に
お

い
て

作
成

さ
れ

る
ア

グ

ロ
フ

ォ
レ

ス
ト

リ
ー

年
次

計
画

お

よ
び

簡
易

灌
漑

農
業

年
次

改
革

に
沿

っ
て

，
ア

グ
ロ

フ
ォ

レ
ス

ト
リ

ー
お

よ
び

簡
易

灌
漑

農
業

の
適

切
な

実
行

が
ス

ー
ル

・
フ

ツ
ー

ロ

財
団

お
よ

び
環

境
天

然
資

源
省

の
技

術
者

に
よ

り
導

入
さ

れ
た

か
 

             ス
ー

ル
・
フ

ツ
ー

ロ
財

団
お

よ
び

環
境

天
然

資
源

省
の

技
術

者
予

定
の

時
期

に
村

落
ご

と
の

造
林

年
次

計
画

が
作

成
さ

れ
た

か
。

 

関
係

者
か

ら
の

事
情

調
聴

取
 

活
動

計
画

表
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー
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「

サ
バ
ナ

・
イ
ェ

グ
ア
・

ダ
ム
上

流
域
の

持
続
的

流
域
管

理
計
画

」
 

評
価

グ
リ

ッ
ド

 
評

価
設
問

 
5
項

目
 

大
項

目
 

小
項

目
 

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ
収

集
方
法

 

 

 5

予
定

の
時

期
に

造
林

年
次

計
画

に
沿

っ

て
，

苗
木

生
産

計
画

を
作

成
し

，
優

良
な

苗
木

を
生

産
配

布
す

る
シ

ス
テ

ム
が

構

築
さ

れ
た

か
。

 

造
林

技
術

の
指

導
が

対
象

住
民

に
行

わ

れ
た

か
。

 

予
定

の
時

期
に

造
林

地
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

，
G

IS
/
G

P
S

を
活

用
し

た
像

リ

ン
チ

の
情

報
管

理
が

行
わ

れ
た

か
。

 

が
，

対
象

住
民

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

，
各

村
落

ご
と

の
植

林
計

画
に

沿
っ

た
活

動
，

評
価

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

か
 

予
定

の
時

期
に

森
林

保
全

に
関

す
る

啓

発
。

教
育

活
動

が
実

施
さ

れ
た

か
。

 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

予
定

の
時

期
に

対
象

地
域

に
お

け
る

森

林
火

災
の

発
生

頻
度

，
原

因
，

消
化

体

制
が

分
析

さ
れ

た
か

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

対
象

地
域

に
お

い
て

森
林

火
災

の
予

防
・
消

化
耐

性
が

強
化

さ

れ
た

か
 

予
定

の
時

期
に

住
民

に
よ

る
消

防
団

が

結
成

さ
れ

，
パ

ド
レ

ス
・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森

林
管

理
事

務
所

と
の

連
携

に
よ

る
消

化

体
制

が
強

化
さ

れ
た

か
 

関
係

者
か

ら
の

事
情

調
聴

取
 

活
動

計
画

表
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

現
地

住
民

 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

 

ド
ミ

ニ
カ

共
和

国
側

と
日

本
側

の
協

議
の

状
況

は
ど

の
よ

う
で

あ
っ

た
か

。
 

活
動

に
当

た
っ

て
、

C
/
P

機
関

側
の

協

力
は

十
分

得
ら

れ
た

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
あ

た
っ

て

の
作

業
状

況
 

活
動

に
当

た
っ

て
の

進
捗

状
況

は
ど

の

よ
う

で
あ

っ
た

か
。

 

関
係

者
か

ら
の

事
情

調
聴

取
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
内

容
は

対
象

地

域
・
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
た

か
。

 

国
家

開
発

計
画

、
植

林
面

積
指

標
関

係
資

料
、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
た

か
 

妥
当

 

性
 

必
要

性
 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

設
定

は
妥

当
か

関
係

者
か

ら
の

事
情

調
聴

取
 

  プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

現
地

踏
査

，
関

係
資

料
、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
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「

サ
バ
ナ

・
イ
ェ

グ
ア
・

ダ
ム
上

流
域
の

持
続
的

流
域
管

理
計
画

」
 

評
価

グ
リ

ッ
ド

 
評

価
設
問

 
5
項

目
 

大
項

目
 

小
項

目
 

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ
収

集
方
法

 

 

 6

対
象

地
域

に
お

い
て

、
サ

バ
ナ

・
イ

ェ
グ

ア
・
ダ

ム
上

流
域

の
森

林
状

況
は

ど
の

よ

う
に

な
っ

て
い

る
か

。
 

現
行

の
植

林
計

画
が

あ
る

場
合

、
一

般

に
そ

の
実

施
に

ど
の

よ
う

な
問

題
が

あ
る

か
。

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

対
象

地
域

住
民

 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

 

相
手

国
の

環
境

・
開

発
政

策
と

の
整

合

性
は

あ
る

か
。

 
開

発
計

画
、

環
境

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等

ド
ミ

ニ
カ

共
和

国
の

山
間

地
荒

廃
に

よ
る

自
然

災
害

及
び

そ
れ

に
起

因
す

る
住

民

生
活

の
現

状
は

ど
の

よ
う

に
な

っ
て

い
る

か
。

 

開
発

計
画

、
環

境
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

関
係

者
か

ら
の

事
情

調
聴

取
 

ド
ミ

ニ
カ

共
和

国
政

府
と

し
て

植
林

に
対

す
る

問
題

意
識

が
あ

り
対

策
指

針
を

持

っ
て

い
る

か
。

 

国
家

開
発

計
画

 

荒
廃

山
間

地
対

策
の

現
状

と
今

後
の

方

針
は

ど
う

な
っ

て
い

る
か

。
 

国
家

開
発

計
画

 

関
係

者
か

ら
の

事
情

調
聴

取
 

優
先

度
 

日
本

の
援

助
政

策
と

の
整

合
性

は
あ

る

か
。

 

関
係

者
か

ら
の

事
情

調
聴

取
、

関

係
資

料
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

対
象

地
域

住
民

 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

ド
ミ

ニ
カ

共
和

国
の

環
境

分
野

の
開

発
課

題
に

対
応

す
る

戦
略

と

し
て

適
切

だ
っ

た
か

。
 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
・
グ

ル
ー

プ
へ

の
波

及
性

は

あ
っ

た
か

。
 

関
係

者
か

ら
の

事
情

調
聴

取
 

 

他
の

代
替

技
術

の
適

用
を

検
討

し
た

か
。

 

関
係

者
か

ら
の

事
情

調
聴

取
、

報

告
書

 
方

法
の

適
切

性
 

日
本

の
技

術
の

比
較

優
位

性
は

あ
っ

た

か
。

（
日

本
に

対
象

技
術

の
ノ

ウ
ハ

ウ
が

蓄
積

さ
れ

て
い

る
か

、
日

本
の

経
験

を
生

か
せ

る
か

な
ど

） 

援
助

実
績

、
関

係
者

か
ら

の
事

情

聴
取

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

対
象

地
域

住
民

 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
は

、
各

投
入

の
結

果
ど

の
程

度
達

成
さ

れ
た

か
。

 
各

成
果

の
指

標
 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

 
有

効
性

 
成

果
の

達
成

状
況

 

C
/
P

の
技

術
レ

ベ
ル

は
向

上
し

た
か

。
 

関
係

者
か

ら
の

事
情

聴
取

、
 

  プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家
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「

サ
バ
ナ

・
イ
ェ

グ
ア
・

ダ
ム
上

流
域
の

持
続
的

流
域
管

理
計
画

」
 

評
価

グ
リ

ッ
ド

 
評

価
設
問

 
5
項

目
 

大
項

目
 

小
項

目
 

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ
収

集
方
法

 

 

 7

供
与

さ
れ

た
機

材
は

活
用

さ
れ

て
い

る

か
。

 
機

材
の

使
用

状
況

の
確

認
 

現
地

踏
査

、
機

材
確

認
、

関
係

資
料

、
質

問
票

、
質

問
票

、
イ

ン

タ
ビ

ュ
ー

 

C
/
P

の
日

本
へ

の
招

聘
は

効
果

的
に

行

な
わ

れ
た

か
 

関
係

者
へ

の
意

見
聴

取
、

報
告

書
関

係
資

料
、

質
問

票
、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

日
本

研
修

受
講

生
・
修

了
者

の
訓

練
に

対
し

満
足

度
は

ど
の

よ
う

で
あ

っ
た

か
。

 
研

修
者

へ
の

聞
取

り
 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

 
質

問
票

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

C
/
P

機
関

が
対

象
地

域
の

持
続

的
流

域

管
理

を
進

め
る

方
針

を
継

続
し

て
い

る

か
。

 

C
/
P

機
関

は
対

象
地

域
の

持
続

的
流

域

管
理

を
進

め
る

た
め

の
協

力
関

係
を

継

続
し

て
い

る
か

。
 

C
/
P

の
配

置
転

換
や

離
職

に
よ

る
影

響

は
あ

っ
た

か
。

 

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

状
況

 

対
象

地
域

の
持

続
的

流
域

管
理

を
進

め

る
た

め
の

予
算

が
確

保
さ

れ
て

い
る

か
。

関
係

者
へ

の
意

見
聴

取
、

報
告

書

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

 

天
然

環
境

資
源

省
が

ス
ー

ル
・
フ

ツ
ー

ロ

財
団

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

を
委

託
す

る
契

約
を

継
続

す
る

た
め

の
阻

害
要

因

が
あ

っ
た

か
。

 

天
然

環
境

資
源

省
が

ス
ー

ル
・
フ

ツ
ー

ロ

財
団

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

を
委

託
す

る
契

約
を

継
続

す
る

た
め

の
貢

献
要

員

が
あ

っ
た

か
。

 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
質

問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

 

C
/
P

が
継

続
し

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

従
事

す
る

に
当

た
っ

て
の

阻
害

要
因

は
あ

っ

た
か

。
 

C
/
P

が
継

続
し

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

従
事

す
る

に
当

た
っ

て
の

貢
献

要
因

は
あ

っ

た
か

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

に
至

る
前

提

条
件

、
外

部
条

件
の

影
響

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

実
施

に
あ

た
っ

て
，

気
象

現
象

に
基

づ
く

阻
害

要
因

が
あ

っ

た
か

。
 

関
係

者
へ

の
意

見
聴

取
、

報
告

書

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
質

問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
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「

サ
バ
ナ

・
イ
ェ

グ
ア
・

ダ
ム
上

流
域
の

持
続
的

流
域
管

理
計
画

」
 

評
価

グ
リ

ッ
ド

 
評

価
設
問

 
5
項

目
 

大
項

目
 

小
項

目
 

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ
収

集
方
法

 

 

 8

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

実
施

に
あ

た
っ

て
，

気
象

現
象

に
基

づ
く

貢
献

要
因

が
あ

っ

た
か

。
 

供
与

機
材

の
種

類
、

量
、

設
置

時
期

、

調
達

方
法

は
適

切
か

。
 

関
係

者
へ

の
意

見
聴

取
、

機
材

利

用
状

況
 

専
門

家
の

派
遣

人
数

、
専

門
分

野
、

派

遣
時

期
、

期
間

、
能

力
、

職
業

経
験

は

適
切

だ
っ

た
か

。
 

関
係

者
へ

の
意

見
聴

取
 

研
修

招
聘

の
人

数
、

分
野

、
研

修
内

容
、

研
修

期
間

、
受

入
れ

時
期

は
適

切

か
。

 

関
係

者
へ

の
意

見
聴

取
、

人
材

受

入
れ

状
況

 

C
/
P

の
数

・
指

導
期

間
・
基

礎
能

力
・
専

門
分

野
は

適
切

だ
っ

た
か

。
 

C
/
P

と
専

門
化

と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
と

れ
た

か
。

 

建
物

・
施

設
等

に
関

し
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
不

都
合

な
点

は
な

か
っ

た
か

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

予
算

は
適

正
規

模
か

。
 

活
動

か
ら

成
果

に
至

る
ま

で
の

外
部

条

件
は

現
時

点
に

お
い

て
も

正
し

い
か

。
 

活
動

か
ら

成
果

に
至

る
ま

で
で

外
部

条

件
の

影
響

は
あ

っ
た

か
。

 

類
似

の
技

術
指

導
や

荒
廃

山
間

地
回

復
事

業
を

行
う

団
体

が
ド

ミ
ニ

カ
共

和
国

内
に

あ
る

か
。

も
し

あ
れ

ば
、

そ
の

団
体

技
術

指
導

内
容

レ
ベ

ル
は

。
 

関
係

者
へ

の
意

見
聴

取
 

本
件

の
投

入
実

績
金

額
は

効
率

的
に

活

用
で

き
た

規
模

か
。

 

関
係

者
へ

の
意

見
聴

取
、

実
施

団

体
資

料
 

効
率

性
 

達
成

さ
れ

た
成

果
か

ら
み

た
投

入
の

質
、

量
、

タ
イ

ミ
ン

グ
の

適

切
性

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
度

は
投

入
コ

ス
ト

に
見

合
っ

た
も

の
で

あ
る

か
。

（
よ

り

低
い

コ
ス

ト
で

代
替

手
段

は
な

か
っ

た

か
。

 

投
入

コ
ス

ト
と

成
果

・
目

標
達

成
 

     プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

 

     関
係

資
料

、
質

問
票

、
質

問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
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「

サ
バ
ナ

・
イ
ェ

グ
ア
・

ダ
ム
上

流
域
の

持
続
的

流
域
管

理
計
画

」
 

評
価

グ
リ

ッ
ド

 
評

価
設
問

 
5
項

目
 

大
項

目
 

小
項

目
 

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ
収

集
方
法

 

 

 9

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
も

ス
ー

ル
・
フ

ツ
ー

ロ
財

団
お

よ
び

環
境

。
自

然
資

源
省

が

さ
ら

に
継

続
・
拡

大
し

て
地

域
住

民
に

対

象
地

域
の

持
続

的
森

林
管

理
技

術
の

指

導
を

続
け

る
か

。
 

関
係

者
へ

の
事

情
聴

取
 

上
位

目
標

の
達

成
に

よ
り

相
手

国
の

環

境
計

画
や

開
発

計
画

へ
の

イ
ン

パ
ク

ト
は

見
込

め
る

か
。

 

国
家

開
発

計
画

へ
の

影
響

 

対
象

地
域

の
荒

廃
山

間
地

は
改

善
の

方

向
に

向
か

っ
て

い
る

か
。

 

森
林

面
積

指
標

、
関

係
者

か
ら

の

聴
取

 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

 

上
位

目
標

の
促

進
阻

害
要

因
は

あ
る

か
。

 

政
策

の
策

定
と

法
律

･制
度

・
基

準
な

ど

の
整

備
へ

の
影

響
は

あ
る

か
。

 

技
術

面
で

の
変

革
に

よ
る

影
響

は
あ

る

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
結

果
と

し

て
の

上
位

目
標

達
成

の
見

込
み

 

そ
の

他
の

負
の

影
響

は
あ

る
か

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

 

波
及

効
果

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

が
他

の
活

動
や

組

織
に

影
響

を
与

え
た

か
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

対
象

地
域

の
住

民
 

上
位

目
標

以
外

の
正

負
の

イ
ン

パ
ク

ト
は

生
じ

た
か

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
よ

っ
て

、
周

辺
環

境
へ

の
影

響
は

生
じ

た
か

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
よ

っ
て

、
周

辺
住

民
へ

の
影

響
は

生
じ

た
か

。
 

イ
ン

パ
ク

ト
 

正
負

の
イ

ン
パ

ク
ト
 

そ
の

他
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
外

部
の

諸
事

情
に

何
ら

か
の

影
響

を
与

え
た

か
。

 

関
係

者
へ

の
事

情
聴

取
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

対
象

地
域

の
住

民
 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー
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「

サ
バ
ナ

・
イ
ェ

グ
ア
・

ダ
ム
上

流
域
の

持
続
的

流
域
管

理
計
画

」
 

評
価

グ
リ

ッ
ド

 
評

価
設
問

 
5
項

目
 

大
項

目
 

小
項

目
 

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ
収

集
方
法

 

 

 10

ド
ミ
ニ

カ
共

和
国

政
府

内
に

お
い

て
本

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

位
置

付
け

は
明

確
か

。
 

関
係

機
関

に
よ

る
支

援
の

継
続

性
、

関
係

機
関

と
N

G
O

, 
あ

る
い

は
現

地
住

民
と

の
連

携
状

況
、

対

象
地

域
で

の
役

割
 

政
治

・
制

度
的

側
面

 

森
林

保
全

に
関

す
る

関
連

規
則

、
法

制

度
は

整
備

さ
れ

て
い

る
か

，
あ

る
い

は
整

備
さ

れ
る

予
定

か
。

 

関
係

者
か

ら
の

事
情

聴
取

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

 

当
該

国
側

の
予

算
措

置
は

十
分

で
あ

り
、

経
常

経
費

を
含

む
予

算
の

確
保

は

問
題

な
い

か
。

 

財
務

状
況

、
関

係
者

の
意

見
 

財
務

的
側

面
 

今
後

予
算

が
増

え
る

可
能

性
は

あ
る

か
。

予
算

確
保

の
た

め
の

対
策

は
十

分
か

。
 

関
係

者
の

意
見

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

 

組
織

的
側

面
 

協
力

終
了

後
も

効
果

を
上

げ
て

い
く

た

め
の

活
動

を
実

施
す

る
組

織
能

力
は

あ

る
か

。
（
C

/
P

の
継

続
配

置
・
意

思
決

定

プ
ロ

セ
ス

な
ど

）
 

各
部

門
の

機
能

、
ス

タ
ッ

フ
の

配

置
・
定

着
状

況
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

体

制
の

定
着

状
況

、
関

係
者

の
意

見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

 

資
機

材
の

維
持

管
理

は
適

切
に

行
わ

れ

て
い

る
か

。
 

保
守

管
理

状
況

、
関

係
者

の
意

見
現

地
踏

査
、

機
材

確
認

、
関

係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

C
/
P

機
関

側
に

技
術

普
及

の
メ

カ
ニ

ズ

ム
が

あ
る

か
。

 

実
施

機
関

内
で

の
相

互
研

修
、

人

材
育

成
シ

ス
テ

ム
の

有
無

。
関

係

者
か

ら
の

事
情

聴
取

 

C
/
P

の
技

術
・
事

業
運

営
管

理
レ

ベ
ル

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
後

も
発

展
し

て
い

く
か

。
 

関
係

者
の

意
見

 

国
内

外
を

問
わ

ず
他

の
機

関
と

の
流

域

管
理

技
術

協
力

を
行

っ
て

い
る

か
。

 
関

係
者

か
ら

の
事

情
聴

取
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
の

C
/
P
（
環

境
天

然
資

源
省

・
ス

ー
ル

･フ
ツ

ー
ロ

財
団

）
の

離
職

率
は

ど
う

か
。

 

専
門

技
術

者
の

離
職

率
 

自
立

発

展
性

 

技
術

的
側

面
 

他
機

関
か

ら
の

専
門

技
術

者
の

転
入

は

あ
る

か
。

 
転

入
率

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

 

176



 
「

サ
バ
ナ

・
イ
ェ

グ
ア
・

ダ
ム
上

流
域
の

持
続
的

流
域
管

理
計
画

」
 

評
価

グ
リ

ッ
ド

 
評

価
設
問

 
5
項

目
 

大
項

目
 

小
項

目
 

必
要

な
情

報
・
デ

ー
タ

 
情

報
源

 
デ

ー
タ
収

集
方
法

 

 

 11

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
自

立
発

展
性

に

影
響

を
与

え
る

要
因

 

自
立

発
展

性
の

促
進

あ
る

い
は

阻
害

要

因
は

あ
る

か
。

 

関
係

機
関

資
料

 

関
係

者
か

ら
の

事
情

聴
取

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

 

ス
ー

ル
･フ

ツ
ー

ロ
財

団
 

環
境

天
然

資
源

省
の

担
当

者
・
技

術
者

 

パ
ー

ド
レ

・
ラ

ス
・
カ

サ
ス

森
林

管
理

事
務

所
の

関
係

職
員

 

現
地

住
民

 

関
係

資
料

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー
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付
属
資
料

3 
Ｃ
Ｄ
シ
ー
ト
（

20
08

年
）

 

     

 

C
D

シ
ー

ト
 

     
20

08
年

10
月

 

1 
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キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

 
業

務
の

カ
テ

ゴ
リ
ー

 
K

S 
A

 
必

要
な

キ
ャ

パ
シ
テ

ィ
（

到
達

目
標
）

 
3
年

目
の

現
状

(2
00

8
年

10
月

) 
実

施
主

体
（

担
当
部

署
、

担
当

者
）
、

 
関

係
機

関
、

C
D
の

手
法

 

1.
 組

織
の

能
力

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運
営

の
た

め
の

組
織
能

力
が

備
わ

っ
て
い

る
。

 
1.

1 
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

 
 

 
○

 
組

織
を

運
営

す
る

た
め

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

が
発

揮
さ

れ
て

い

る
（

業
務

の
運

営
管

理
、

業
務

の
改

善
、

職
場

環
境

の
整

備
、

人
材

育
成

、
対

外
関

係
な

ど
）。

 

心
構

え
：

A 
/ B

 / 
C

 
部

下
の

指
導

能
力

が
向
上
し

、
業
務

の
改

善
へ
の

取
組
み
が

み

ら
れ

る
。

 
 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
コ

ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

以
下
、

P
/C

）
 

・
O

JT
 

1.
2 

意
思

決
定

メ
カ

ニ
ズ
ム

 
 

 
○

 
公

正
で

明
確

な
意

思
決

定
メ

カ
ニ

ズ
ム

が
確

立
さ

れ
て

い
る

。
心

構
え

：
A

 / 
B

 / 
C

 
P

/C
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ
プ
の

下
、
チ
ー

ム
の
メ

ン
バ
ー
も

参
加

し
、

意
思

決
定

メ
カ

ニ
ズ
ム

は
機
能
し

て
い
る

。
 

 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

役
員
、

P
/C

）
 

・
会
議
、

意
見
交
換

、
O

JT
 

1.
3 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

 
 

 
○

 
良

好
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
が

確
立

さ
れ

て
い

る
。

 
心

構
え

：
A

 / 
B

 / 
C

 
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
の

ほ
と

ん
ど

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
以

外
の

業
務

も
行

っ
て

お
り
、
多
忙
で

あ
る
が
、
定
例
ミ

ー
テ
ィ

ン
グ

等
で

、
全

員
で

情
報

共
有
、
問
題
点
の

検
討
、
解
決
方
法

の
議

論
の

場
と

し
て

活
用

で
き
る

よ
う
改
善

さ
れ
て

い
る
。

 
 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

役
員
）

 
・

会
議
、

意
見
交
換

、
O

JT
 

1.
4 

貢
献

意
欲

 
 

 
○

 
組

織
の

構
成

員
は

貢
献

意
欲

を
持

っ
て

業
務

を
行

っ
て

い
る

。
心

構
え

：
A 

/ B
 / 

C
 

全
員

が
貢

献
意

欲
を

持
っ
て

い
る
。
業
務

を
改
善

し
よ
う
と

す

る
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

を
発
揮

す
れ
ば
更

に
向
上

す
る
。

 
 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

C
/P

全
員
）

 
・

会
議
、

意
見
交
換

、
O

JT
 

1.
5 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
運
営

 
 

○
 

○
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

の
適

切
な

メ
カ

ニ
ズ

ム
が

確
立

さ
れ

て
い

る
。

 
知

識
；

A
 / 

B
 / 

C
 

技
能

：
A

 / 
B

 / 
C

 
心

構
え

：
A 

/ B
 / 

C
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
を

通
じ

て
運

営
能

力
は

全
体

的
に

向

上
し

て
い

る
。
効

果
的

な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ

や
住
民

実
施
事
業

の

監
理

の
シ

ス
テ

ム
を

確
立
す

れ
ば
更
に

向
上
す

る
。

 
 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

C
/P

全
員
）

 
・

会
議
、

意
見
交
換

、
O

JT
 

1.
6 

組
織

の
体

制
 

 
○

 
○

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
の

た
め

の
効

率
的

か
つ

十
分

な
組

織
体

制

が
確

立
さ

れ
て

い
る

。
 

心
構

え
：

A 
/ B

 / 
C

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
実
施
の

た
め
の
運

営
能
力

は
高
ま
っ

た
。

農
業

指
導

分
野

専
門

の
C

/P
が
存

在
す

れ
ば
、

組
織
体
制

は

よ
り

強
固

と
な

る
。

 
 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

役
員
、

P
/C

）
 

・
会
議
、

意
見
交
換

、
O

JT
 

2.
 参

加
型

流
域

管
理

 
参

加
型

流
域

管
理
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を
計

画
し

、
実

施
す
る

こ
と

が
で

き
る
。

 
2.

1 
参

加
型

流
域

管
理

の
プ

ロ
セ

ス
 

○
○

 
○

 
効

果
的

な
住

民
参

加
型

流
域

管
理

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
プ

ロ
セ

ス

を
計

画
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
知

識
：

A
 / 

B
 / 

C
 

技
能

：
A

 / 
B

 / 
C

 
心

構
え

：
A

 / 
B

 / 
C

 
参

加
型

流
域

管
理

の
高
い
能

力
（

知
識

、
技

能
、
心
構
え

）
を

持
っ

て
お

り
、

本
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お

い
て
更

に
向
上
し

た
。

  

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

P
/C

、
社

会
開
発

C
/P
）

 
・

意
見
交

換
、
Ｏ
Ｊ

Ｔ
、

O
JT
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キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

 
業

務
の

カ
テ

ゴ
リ
ー

 
K

S 
実

施
主

体
（

担
当
部

署
、

担
当

者
）
、

 
必

要
な

キ
ャ

パ
シ
テ

ィ
（

到
達

目
標
）

 
3
年

目
の

現
状

(2
00

8
年

10
月

) 
関

係
機

関
、

C
D
の

手
法

 
A

 

  
2.

2 
参

加
型

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

実
施

 
 

 
 

計
画

し
た

プ
ロ

セ
ス

に
沿

っ
て

住
民

参
加

型
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 

2.
2.

1
ワ

ー
ク
シ

ョ
ッ

プ
の
計

画
 

○
 

 
住

民
の

ニ
ー

ズ
や

レ
ベ

ル
に

合
っ

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
計

画

で
き

る
。

 
知

識
：

A
 / 

B
 / 

C
 

技
能

；
A

 / 
B

 / 
C

 
３

年
間

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

ニ
ー

ズ
や

レ
ベ

ル
に

あ
っ

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
計

画
す
る

能
力
を
身

に
つ
け

た
。

 
 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

社
会
開

発
C

/P
）

 
・

O
JT

 

2.
2.

2
フ

ァ
シ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン

能
力

○
○

 
○

 
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
行

う
た

め
の

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力

を
備
え

て
い

る
。（

住
民

と
の

接
触

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

ツ
ー

ル

の
活
用

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
運

営
な

ど
）

 
 

知
識

：
A

 / 
B

 / 
C

 
技

能
：

A
 / 

B
 / 

C
 

心
構

え
：

A
 / 

B
 / 

C
 

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
と

し
て
の

高
い
能
力

を
持
っ

て
い
る
。

 
 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

社
会
開

発
C

/P
）

 
・

O
JT

 

2.
2.

3 
情

報
の

整
理

 
○

○
 

○
 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

結
果

を
正

確
か

つ
わ

か
り

や
す

く
整

理

し
、
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

で
き

る
。

 
知

識
：

A 
/ B

 / 
C

 
技

能
：

A 
/ B

 / 
C

 
心

構
え

：
A 

/ B
 / 

C
 

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

ト
の

能
力
は

高
い
が
、
結

果
の
整

理
能
力
の

向

上
が

望
ま

れ
る

実
践

す
る

こ
と

で
能

力
を

向
上

さ
せ

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

社
会
開

発
C

/P
）

 
・

レ
ポ
ー

ト
の
作
成

、
O

JT
 

2.
3 

参
加

型
活

動
の

支
援

 
○

○
 

○
 

参
加

型
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

で
計

画
し

た
住

民
活

動
を

支
援

し
、

住
民

の
主

体
的

参
加

と
問

題
解

決
能

力
の

向
上

を
促

す
こ

と
が
で

き
る

。
 

知
識

：
A

 / 
B

 / 
C

 
技

能
：

A
 / 

B
 / 

C
 

心
構

え
：

A
 / 

B
 / 

C
 

住
民

支
援

へ
の

意
欲

は
強
く
、
住
民
自
身

が
問
題

を
解
決
す

る

よ
う

働
き

か
け

る
能

力
も
高

い
。

 
 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

社
会
開

発
C

/P
）

 
・

意
見
交

換
、

O
JT

 

2.
4 

灌
漑

農
業

グ
ル

ー
プ

へ
の

支

援
 

 
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て
結

成
さ

れ
た

灌
漑

農
業

グ
ル

ー
プ

（
組

合
）

の
発

展
の

プ
ロ

セ
ス

に
支

援
を

し
て

い
け

る
。

 
 

2.
4.

1 
合

意
形

成
の

支
援

 
○

○
 

○
 

灌
漑

農
業

組
合

の
合

意
形

成
プ

ロ
セ

ス
を

支
援

す
る

こ
と

が
で

き
る
。

 
知

識
：

A
 / 

B
 / 

C
 

技
能

：
A

 / 
B

 / 
C

 
心

構
え

：
A

 / 
B

 / 
C

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
第
１
年

次
の
経
験

か
ら
、
能

力
は
十
分

向

上
し

た
。

第
2、

3
年

次
は
こ

の
経
験
を

活
用
し

て
い
る
。

 
 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

・
ス
ー

ル
・
フ
ツ

ー
ロ
財

団
 

（
P

/C
、
社

会
開
発

C
/P
）

 
・

意
見
交

換
、

O
JT

 

2.
4.

2 
灌

漑
農

業
組

合
の

規
約

の

策
定

を
支

援
す

る
こ

と
が
で

き
る
。

○
○

 
○

 
灌

漑
農

業
組

合
に

対
し

て
規

約
策

定
を

支
援

す
る

こ
と

が
で

き

る
。

 
知

識
：

A 
/ B

 / 
C

 
技

能
：

A
 / 

B
 / 

C
 

心
構

え
：

A
 / 

B
 / 

C
 

村
落

住
民

は
既

に
規

約
を
策

定
し
て
お

り
、

1，
2

年
目
の

経

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

P
/C

、
社

会
開
発

C
/P
）

 
・

意
見
交

換
、

O
JT
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キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

 
業

務
の

カ
テ

ゴ
リ
ー

 
K

S 
実

施
主

体
（

担
当
部

署
、

担
当

者
）
、

 
必

要
な

キ
ャ

パ
シ
テ

ィ
（

到
達

目
標
）

 
3
年

目
の

現
状

(2
00

8
年

10
月

) 
関

係
機

関
、

C
D
の

手
法

 
A

 

験
を

活
用

し
た

。
フ

ァ
シ
リ

テ
ー
ト
能

力
は
高

く
、
こ
の

経
験

で
更

な
る

能
力

の
向

上
が
期

待
で
き
る

。
 

   
2.

4.
3 

組
織

強
化

を
支

援
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
○

○
 

○
 

組
合

の
法

律
上

の
正

式
な

結
成

、
組

織
体

制
、

役
員

・
組

合
員

の
役

割
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

意
思

決
定

、
組

織
運

営
な

ど
に

つ
い

て
の

組
織

強
化

を
支

援
す

る
こ

と
が
で

き
る

。
 

知
識

：
A 

/ B
 / 

C
 

技
能

：
A

 / 
B

 / 
C

 
心

構
え

：
A

 / 
B

 / 
C

 
ス

ー
ル
・
フ

ツ
ー

ロ
財

団
は
、
組
織
強

化
の
多

く
の
経
験

を
有

し
て

い
る

。
本

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
で
、
灌

漑
農
業

組
合
の
組

織
強

化
は

始
め

て
の

経
験

で
あ
っ

た
が
、
十

分
能
力

を
発
揮
し

た
。

今
後

更
に

経
験

を
積

む
中

で
更

に
能

力
の

向
上

が
期

待
さ

れ

る
。

 
 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

P
/C

、
社

会
開
発

C
/P
）

 
・

意
見
交

換
、

O
JT

 

3.
 植

林
、

森
林

管
理

 
土

地
利

用
ポ

テ
ン
シ

ャ
ル

に
基

づ
き
適

切
な

森
林

管
理
や

森
林

造
成

を
計
画

し
、

実
施

で
き
る

。
 

3.
1 

植
林

計
画

の
作

成
 

 
 

 
森

林
造

成
計

画
に

基
づ

き
植

林
箇

所
の

自
然

条
件

や
社

会
ニ

ー

ズ
に

合
っ

た
植

林
計

画
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 

3.
1.

1 
樹

種
の

選
定

 
○

○
 

○
 

立
地

条
件

（
気

象
、

土
壌

等
）

や
社

会
ニ

ー
ズ

（
成

長
量

や
用

途
な
ど

）
に

合
っ

た
樹

種
を

選
択

で
き

る
。

 
知

識
：

A
 / 

B
 / 

C
 

技
能

：
A

 / 
B

 / 
C

 
技

術
に

裏
付

け
ら

れ
た
樹
種

選
定
の
技

術
は
あ

り
、
供
給
体

制

を
整

え
れ

ば
、
社

会
的

ニ
ー
ズ

を
配
慮
し

た
樹
種

選
択
も
可

能

で
あ

る
。

 
 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

植
林

C
/P
）

 
・

意
見
交

換
、

O
JT

 

3.
1.

2 
植

林
に

関
す

る
事
業

計
画

 
○

○
 

 
植

林
地

の
選

定
、
樹

種
選

定
、
種

子
調

達
、
苗

木
生

産
、
植

栽
、

保
育

な
ど

の
一

連
の

活
動

を
有

機
的

に
連

携
し

て
考

え
る

こ
と

が
で
き

る
。

 

知
識

：
A

 / 
B

 / 
C

 
技

能
：

A
 / 

B
 / 

C
 

能
力

を
有

し
て

い
る

。
 

 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

植
林

C
/P
）

 
・

意
見
交

換
、

O
JT

 

3.
2 

苗
木

生
産

計
画

の
作
成

 
○

○
 

 
植

林
計

画
に

基
づ

き
苗

木
の

需
要

を
把

握
し

、
苗

木
生

産
計

画

を
作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

知
識

：
A

 / 
B

 / 
C

 
技

能
：

A 
/ B

 / 
C

 
土

地
所

有
が

民
有

で
あ
る
た

め
、
植
林

計
画
が

立
て
に
く

い
。

現
地

の
実

態
を

正
確

に
把
握

す
る
能
力

が
求
め

ら
れ
る
。
植

林

計
画

に
基

づ
き

苗
木

を
生

産
で

き
る

能
力

は
十

分
有

し
て

い

る
の

で
、

苗
木

生
産

計
画
の

作
成
は
容

易
に
で

き
る
。

 
 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

植
林

C
/P
）

 
・

意
見
交

換
、

O
JT

 

3.
3 

植
林

の
実

施
 

○
○

 
 

植
林

計
画

に
基

づ
き

植
林

事
業

を
管

理
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
苗
木

の
山

出
し

、
労

務
、

資
機

材
等

の
管

理
）

 
知

識
：

A
 / 

B
 / 

C
 

技
能

：
A

 / 
B

 / 
C

 
住

民
造

林
の

支
援

能
力
は
十

分
に
持
っ

て
い
る

。
 

 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

植
林

C
/P
）

 
・

意
見
交

換
、

O
JT
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キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

 
業

務
の

カ
テ

ゴ
リ
ー

 
K

S 
実

施
主

体
（

担
当
部

署
、

担
当

者
）
、

 
必

要
な

キ
ャ

パ
シ
テ

ィ
（

到
達

目
標
）

 
3
年

目
の

現
状

(2
00

8
年

10
月

) 
関

係
機

関
、

C
D
の

手
法

 
A

 

3.
4 

保
育

計
画

の
作

成
・
実

施
 

○
○

 
 

森
林

管
理

の
目

的
に

基
づ

き
植

林
地

を
管

理
す

る
た

め
の

育
林

計
画
を

作
成

し
、

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

知
識

：
A

 / 
B

 / 
C

 
技

能
：

A 
/ B

 / 
C

 
保

育
計

画
は

作
成

さ
れ
て
い

な
い
が
、
能

力
は
十

分
に
持
っ

て

い
る
。

 
   

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

植
林

C
/P
）

 
・

意
見
交

換
、

O
JT

 

4．
森

林
火

災
 

森
林

火
災

に
対

す
る

啓
発

活
動

及
び
森

林
火

災
消

防
団
の

組
織

化
・

訓
練
を

行
う

こ
と

が
出
来

る
。

 
4.

1 
森

林
消

防
団

の
育

成
 

 
○

○
 

○
 

住
民

に
よ

る
森

林
消

防
団

を
組

織
し

育
成

す
る

こ
と

が
出

来

る
。

 
知

識
：

A
 / 

B
 / 

C
 

技
能

：
A

 / 
B

 / 
C

 
心

構
え

：
A

 / 
B

 / 
C

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
第

一
年
次
の

経
験
で
能

力
を
備

え
た
。

 

・
パ
ー

ド
レ
・
ラ
ス
・
カ

サ
ス
森

林
管

理

署
 

・
ス
ー
ル
・
フ
ツ
ー

ロ
財
団
（

P
/C
、
社

会
開
発

C
/P
、
植
林

C
/P
）

 
・

O
JT

 
 

4.
2 

消
防

団
の

訓
練

 
○

○
 

○
 

森
林
消

防
団

の
訓

練
を

実
施

で
き

る
。

 
知

識
：

A
 / 

B
 / 

C
 

技
能

：
A

 / 
B

 / 
C

 
心

構
え

：
A

 / 
B

 / 
C

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
第

一
年
次
の

経
験
で
能

力
を
備

え
た
。

 
 

・
パ
ー

ド
レ
・
ラ
ス
・
カ

サ
ス
森

林
管

理

署
 

・
ス
ー
ル
・
フ
ツ
ー

ロ
財
団
（

P
/C
、
社

会
開
発

C
/P
、
植
林

C
/P
）

 
・

O
JT

 
4.

3 
森

林
火

災
防

止
の

啓
発

 
○

○
 

○
 

森
林

火
災

防
止

の
啓

発
材

料
を

作
成

し
、

効
果

的
に

使
用

で
き

る
。

 
知

識
：

A
 / 

B
 / 

C
 

技
能

：
A

 / 
B

 / 
C

 
心

構
え

：
A

 / 
B

 / 
C

 
多

様
な

啓
発

材
料

を
作
成
し

、
使
用
し

て
い
る

。
 

 

・
パ
ー

ド
レ
・
ラ
ス
・
カ

サ
ス
森

林
管

理

署
 

・
ス
ー
ル
・
フ
ツ
ー

ロ
財
団
（

P
/C
、
社

会
開
発

C
/P
、
植
林

C
/P
）

 
・

O
JT

 
5.

 簡
易

灌
漑

農
業
の

導
入

 
簡

易
灌

漑
農

業
ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

の
高
い

箇
所

を
特

定
し
、

簡
易

灌
漑

施
設
の

整
備

、
農

作
物
の

生
産

の
指

導
を
行

う
こ

と
が

で
き
る

。
 

5.
1 

簡
易

灌
漑

農
業

の
導

入
ポ

テ

ン
シ

ャ
ル

の
高

い
地

区
の
調

査
・
特

定
 

○
○

 
 

水
源

の
状

況
、

地
形

、
社

会
経

済
条

件
な

ど
に

基
づ

き
、

簡
易

灌
漑

農
業

の
導

入
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
の

高
い

地
区

を
調

査
し

、
特

定
す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

知
識

：
A

 / 
B

 / 
C

 
技

能
：

A 
/ B

 / 
C

 
第

1
年

次
に

技
術

移
転
が
な

さ
れ
た
が

、
C

/P
の
交
代
が

あ

り
、
生

か
さ

れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、

2
年

目
に
技

術
者

が
補

充
さ

れ
、

十
分

な
知

識
、
技

能
を
身
に

つ
け
た

。
 

 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

灌
漑

C
/P
）

 
・

O
JT

 

5.
2 

基
本

方
針

の
作

成
 

○
○

 
○

 
技

術
的

事
項

、
社

会
的

コ
ン

セ
ン

サ
ス

、
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

・

グ
ル

ー
プ

の
結

成
、

参
加

者
の

義
務

・
負

担
事

項
、

リ
ボ

ル
ビ

ン
グ

フ
ァ

ン
ド

の
適

用
、

維
持

管
理
、

O
JT

の
実

施
な
ど

か
ら

な
る
基

本
方

針
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

知
識

：
A

 / 
B

 / 
C

 
技

能
：

A
 / 

B
 / 

C
 

心
構

え
：

A
 / 

B
 / 

C
 

社
会

的
合

意
の

形
成
、
グ
ル
ー

プ
の
結
成

に
係
る

知
識
は
持

っ

て
い

た
が

、
技

術
的

能
力
も

求
め
ら
れ
、
技
術
的

能
力
向

上
が

望
ま

れ
た

。
し

か
し

、
2
年
次

に
C

/P
も

補
充

さ
れ
技
術

移
転

も
生

か
さ

れ
て

た
。
今

後
更
に

経
験
を
積

む
中
で

更
に
能
力

の

向
上

が
期

待
さ

れ
る

。
 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

灌
漑

C
/P
）

 
・

O
JT
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キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

 
業

務
の

カ
テ

ゴ
リ
ー

 
K

S 
実

施
主

体
（

担
当
部

署
、

担
当

者
）
、

 
必

要
な

キ
ャ

パ
シ
テ

ィ
（

到
達

目
標
）

 
3
年

目
の

現
状

(2
00

8
年

10
月

) 
関

係
機

関
、

C
D
の

手
法

 
A

 

 
5.

3 
水

理
計

算
、

設
計

 
○

 
 

水
理

計
算

、
設

計
が

で
き

る
。

 
知

識
：

A 
/ B

 / 
C

 
技

能
；

A 
/ B

 / 
C

 
第

1
年

次
に

技
術

移
転
が
な

さ
れ
た
が

、
C

/P
の
交
代
が

あ

り
、
生

か
さ

れ
な

か
っ
た
。

2
年
次
に

C
/P

が
補
充

さ
れ
、
生

か
さ

れ
て

き
た

。
し

か
し
、
こ

の
能
力

は
こ
の

分
野
専
門

の
技

術
者

が
必

要
で

あ
る

。
 

  

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

灌
漑

C
/P
）

 
・

技
術
指

導
、

O
JT

 

5.
4 

簡
易

灌
漑

施
設

の
施
設
・
施
工

○
○

 
 

簡
易

灌
漑

農
業

の
基

本
的

な
施

設
計

画
を

作
成

し
、

施
工

す
る

こ
と

が
で

き
る

（
ま

た
は

計
画

作
成

及
び

施
工

を
監

理
す

る
こ

と
が
で

き
る

）
。

 

知
識

：
A

 / 
B

 / 
C

 
技

能
：

A 
/ B

 / 
C

 
C

/P
の

交
代

が
あ

り
第

1
年

次
の
経
験

が
生
か

さ
れ
な
か

っ

た
が
、

2
年

次
に

既
に

当
該
業

務
を
行
う

能
力
を

備
え
て
い

る

C
/P

が
補

充
さ

れ
た

。
資

材
管
理

、
モ
ニ

タ
リ
ン

グ
実
施
へ

の

取
組

み
へ

の
改

善
が

期
待
さ

れ
る
。

 
 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

灌
漑

C
/P
）

 
・

O
JT

 

5.
5 

簡
易

灌
漑

施
設

の
オ

ペ
レ

ー

シ
ョ

ン
、

維
持

管
理

 
○

○
 

 
簡

易
灌

漑
施

設
の

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
、

維
持

管
理

を
指

導
す

る

こ
と
が

で
き

る
。

 
   

知
識

：
A 

/ B
 / 

C
 

技
能

：
A 

/ B
 / 

C
 

補
充

さ
れ

た
C

/P
に

は
既
に

十
分
な
知

識
、
技

能
が
あ
り

、

指
導

を
行

う
こ

と
が

可
能
で

あ
る
。

 
 

ス
ー
ル
・

フ
ツ
ー
ロ

財
団

 
（

灌
漑

C
/P
）

 
・

O
JT

 

5.
6 

簡
易

灌
漑

農
業

の
指
導

 
○

○
 

 
自

然
条

件
に

合
っ

た
簡

易
灌

漑
農

業
の

指
導

を
行

う
こ

と
が

で

き
る
。

 
知

識
：

A 
/ B

 / 
C

 
技

能
；

A 
/ B

 / 
C

 
ア

グ
ロ

フ
ォ

レ
ス

ト
リ
ー
担

当
の

C
/P

が
担

当
し
、

知
識

は

十
分

あ
る

が
、

実
践

的
な

技
能

は
更

に
向

上
す

る
余

地
が

あ

る
。

専
任

の
C

/P
が

居
れ
ば

、
よ
り
き

め
細
か

い
指
導
が

可

能
で

あ
る

。
 

 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

灌
漑

C
/P
）

 
・

O
JT

 

5.
7 

リ
ボ

ル
ビ

ン
グ

フ
ァ

ン
ド

の

適
用

 
○

 
 

地
域

の
社

会
経

済
条

件
に

合
っ

た
リ

ボ
ル

ビ
ン

グ
フ

ァ
ン

ド
を

提
案

し
、

管
理

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

知
識

：
A

 / 
B

 / 
C

 
ス

ー
ル
・
フ

ツ
ー

ロ
財

団
は
マ

イ
ク
ロ
ク

レ
ジ
ッ

ト
の
経
験

を

有
し

、
こ

の
能

力
を

十
分
に

備
え
て
い

る
。

 
 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

役
員
、

P
/C

）
 

・
意
見
交

換
 

6.
 ア

グ
ロ

フ
ォ

レ
ス

ト
リ

ー
の

導

入
 

自
然

条
件

や
社

会
経

済
条

件
に

合
っ
た

ア
グ

ロ
フ

ォ
レ
ス

ト
リ

ー
を

指
導
す

る
こ

と
が

で
き
る

。
 

6.
1
ア

グ
ロ

フ
ォ

レ
ス

ト
リ
ー

の
計

画
 

○
○

 
 

自
然

条
件

や
社

会
経

済
条

件
に

合
っ

た
ア

グ
ロ

フ
ォ

レ
ス

ト
リ

ー
モ

デ
ル

（
常

畑
化

、
生

産
性

向
上

及
び

生
産

物
の

多
様

化
）

を
提
案

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

知
識

：
A

 / 
B

 / 
C

 
技

能
：

A 
/ B

 / 
C

 
ア

グ
ロ

フ
ォ

レ
ス

ト
リ
ー
の

基
礎
知
識

は
持
ち
、
応
用
技
術

力

も
身

に
つ

い
て

き
て

い
る
が

、
更
に
向

上
の
余

地
が
あ
る

。
 

 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

ア
グ
ロ

フ
ォ
レ
ス

ト
リ
ー

C
/P
）

 
・

意
見
交

換
、

O
JT

 

  
6

184



 

  
7

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

 
業

務
の

カ
テ

ゴ
リ
ー

 
K

S 
A

 
必

要
な

キ
ャ

パ
シ
テ

ィ
（

到
達

目
標
）

 
3
年

目
の

現
状

(2
00

8
年

10
月

) 
実

施
主

体
（

担
当
部

署
、

担
当

者
）
、

 
関

係
機

関
、

C
D
の

手
法

 

6.
2 

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ
ョ

ン
・
フ

ァ
ー

ム
の

設
置

 
○

○
 

○
 

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

・
フ

ァ
ー

ム
の

設
定

、
管

理
、

O
JT

を
指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

知
識

：
A

 / 
B

 / 
C

 
技

能
：

A
 / 

B
 / 

C
 

心
構

え
：

A 
/ B

 / 
C

 
計

画
し

た
デ

モ
ン

ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
・
フ

ァ
ー
ム

の
選
定
、
巡

回
指

導
を

行
う

能
力

は
高
い
。
き
め
細
か

い
指
導

を
行
う
能

力

に
は

ま
だ

向
上

の
余

地
が
あ

る
。

 
 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

ア
グ
ロ

フ
ォ
レ
ス

ト
リ
ー

C
/P
）

 
・

Ｏ
Ｊ
Ｔ

，
O

JT
、

研
修

 

6.
3
ア

グ
ロ

フ
ォ

レ
ス

ト
リ
ー

の
指

導
 

○
○

 
○

 
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
・

フ
ァ

ー
ム

に
お

い
て

ア
グ

ロ
フ

ォ

レ
ス

ト
リ

ー
技

術
を

指
導

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

知
識

：
A

 / 
B

 / 
C

 
技

能
：

A
 / 

B
 / 

C
 

心
構

え
：

A
 / 

B
 / 

C
 

知
識

は
十

分
持

っ
て

い
る
が
、
技
術
適
用

に
は
ま

だ
向
上
す

る

余
地

が
あ

る
。
普

及
活
動
を

行
う
能
力

も
高
い
。
し
か
し
、
普

及
活

動
を

行
う

に
は

体
制
の

強
化
が
望

ま
れ
る

。
 

 

・
ス
ー
ル

・
フ
ツ
ー

ロ
財
団

 
（

ア
グ
ロ

フ
ォ
レ
ス

ト
リ
ー

C
/P
）

 
・

意
見
交

換
、

O
JT

 

6.
4 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
実
施

 
○

○
 

 
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
・

フ
ァ

ー
ム

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

計

画
・
実

施
で

き
る

。
 

知
識

：
A

 / 
B

 / 
C

 
技

能
：

A
 / 

B
 / 

C
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

計
画

策
定
の

知
識
は
十

分
で
あ

る
。
し
か

し
、

実
施

に
は

向
上

の
余

地
が
あ

る
。
今
後
継

続
的
に

行
う
モ
ニ

タ

リ
ン

グ
シ

ス
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A M B A M B A M B
3.1 0 1 0
3.2 0 1 0
3.3 0 1 0
3.4 0 1 0
3.6 0 1 0
5.1 1 0 0 1 0 0 1 0 0
5,2,1 1 0 0 1 0 0 0 1 0
5,2,3 0 1 0 0 0 1 0 0 1
5.3 1 0 0 1 0 0 1 0 0
6,1,1 0 1 0 1 0 0
6,1,2 1 0 0 1 0 0
6.2 1 0 0 1 0 0
6.3 1 0 0 1 0 0
6.4 1 0 0 1 0 0
7.1 0 1 0 0 1 0
7.2 0 1 0 0 1 0 0 1 0
7.3 1 0 0 1 0 0
8.1 0 0 1 0 1 0
8.2 0 1 0 0 1 0 0 1 0
8.3 0 1 0 0 1 0
8.4
9.1 1 0 0 0 1 0
9.2
9.3
9.4
10.1
10.2
10.3
Total: 9 6 1 8 5 1 3 9 1
Punto de
Capacida
d 27 12 1 24 10 1 9 18 1
Actual
Todos A

28
39

40
48

35
42

Categoria
del
Trabajo

Conocimiento Habilidad Actitud
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Objetivos del Proyecto

A M B A M B A M B
1.1 0 1 0
1.2 1 0 0
1.3 0 1 0
1.4 0 1 0
1.5 0 1 0 0 1 0
1.6 0 1 0 0 1 0
2.1 1 0 0 1 0 0 1 0 0
2,2,1 0 1 0
2,2,2 1 0 0 1 0 0 1 0 0
2,2,3 0 1 0 0 1 0 0 1 0
2.3 1 0 0 1 0 0 1 0 0
2.4.1 1 0 0 1 0 0 1 0 0
2.4.2 0 1 0 1 0 0 1 0 0
2.4.3 0 1 0 1 0 0 1 0 0
3,1,1 1 0 0 1 0 0 0 1 0
3,1,2 1 0 0 1 0 0
3.2 1 0 0 0 1 0
3.3 1 0 0 1 0 0
3.4 1 0 0 0 1 0
4.1 1 0 0 1 0 0 1 0 0
4.2 1 0 0 1 0 0 1 0 0
4.3 1 0 0 1 0 0 1 0 0
5.1 0 1 0 0 1 0
5.2 0 1 0 0 1 0 1 0 0
5.3 0 0 1
5.4 0 1 0 0 1 0
5.5
5.6
5.7 1 0 0
6.1 1 0 0 0 1 0
6.2 1 0 0 0 1 0 0 1 0
6.3 1 0 0 0 1 0 0 1 0
6.4 0 1 0 0 1 0
7.1 1 0 0 1 0 0
7.2 1 0 0 1 0 0
7.3 0 1 0 0 1 0
Total: 18 9 1 14 13 0 11 9 0
Punto de
Capacida
d 54 18 1 42 26 0 33 18 0
Actual
Todos A

Categoria
del
Trabajo

Conocimiento Habilidad Actitud

51
60

73
84

68
81
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Objetivos del Proyecto

A M B A M B A M B
1.1 1 0 0
1.2 1 0 0
1.3 1 0 0
1.4 0 1 0
1.5 1 0 0 0 1 0
1.6 1 0 0 0 1 0
2.1 1 0 0 1 0 0 1 0 0
2,2,1 1 0 0
2,2,2 1 0 0 1 0 0 1 0 0
2,2,3 1 0 0 0 1 0 0 1 0
2.3 1 0 0 1 0 0 1 0 0
2.4.1 1 0 0 1 0 0 1 0 0
2.4.2 0 1 0 1 0 0 1 0 0
2.4.3 1 0 0 1 0 0 1 0 0
3,1,1 1 0 0 1 0 0 0 1 0
3,1,2 1 0 0 1 0 0
3.2 1 0 0 0 1 0
3.3 1 0 0 1 0 0
3.4 1 0 0 0 1 0
4.1 1 0 0 1 0 0 1 0 0
4.2 1 0 0 1 0 0 1 0 0
4.3 1 0 0 1 0 0 1 0 0
5.1 1 0 0 1 0 0
5.2 1 0 0 1 0 0 1 0 0
5.3 0 1 0
5.4 1 0 0 1 0 0
5.5 1 0 0 1 0 0
5.6 1 0 0 0 1 0
5.7 1 0 0
6.1 1 0 0 0 1 0
6.2 1 0 0 0 1 0 1 0 0
6.3 1 0 0 0 1 0 0 1 0
6.4 1 0 0 0 1 0
7.1 1 0 0 1 0 0
7.2 1 0 0 1 0 0
7.3 1 0 0 1 0 0
Total: 28 2 0 21 8 0 14 6 0
Punto de
Capacida
d 84 4 0 63 16 0 42 12 0
Actual
Todos A

54
60

88
90

79
87

Categoria
del
Trabajo

Conocimiento Habilidad Actitud

189

付属資料３



付属資料3.　CD(Capacity Development)シートの集計結果

2006年 2007年 2008年 2006年 2007年 2008年 2006年 2007年 2008年

1. 組織の能力

1.1 リーダーシップ － － － － － － B B A 部下への指導力向上
1.2 意思決定メカニズム － － － － － － B A A P/Cのﾘｰﾀﾞｼｯﾌﾟ向上
1.3 コミュニケーション － － － － － － B B A 定例会議によりｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ向上
1.4 貢献意欲 － － － － － － B B A 業務改善の余地有
1.5 プロジェクトの運営

B B A B B A B B A
FSFは能力向上。住民監理ｼｽﾃﾑ改善の
余地有。

1.6 組織の体制
－ － － － － － B B B

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ全体の運営能力は向上。農
業指導部門の強化必要。

2. 参加型流域管理
2.1 参加型流域管理のプロセ
ス B A A B B A B A A

元来の高い能力が更に向上。

　2.2.1ワークショップの計画
B B A B A A － － －

ﾆｰｽﾞやﾚﾍﾞﾙに合わせた計画策定能力
向上

2.2.2ファシリテーション能
力 A A A B A A A A A

柔軟にファッシリテーションが可
能。

　2.2.3 情報の整理 B B A C B B C B B 整理能力向上は今一歩必要。
2.3 参加型活動の支援

A A A B A A A A A
住民支援意欲が高まり、問題解決を
働きかける能力も向上。

　2.4.1 合意形成の支援
A A A B A A B A A

C/P自身で住民集会を開催している。

2.4.2 灌漑農業組合の規約
の策定を支援することができ
る。 B B A B A A B A A

C/P主体で規約策定の支援を実施して
いる。

2.4.3 組織強化を支援する
ことができる。 B B A B A A B A A

C/P自身で住民集会を開催している。

3. 植林、森林管理

　3.1.1 樹種の選定
B A A B A A － － －

社会的ニーズを配慮した樹種選択を
備えた。

3.1.2 植林に関する事業計
画 B A A B A A － － －

一連の植林計画を有機的に連携して
考えられる。

3.2 苗木生産計画の作成
A A A B B B － － －

土地所有に基づき、現地実態を把握
することが今一歩必要。

3.3 植林の実施 A A A B A A － － － 住民植林の支援の能力を備えた。
3.4 保育計画の作成・実施

A A A B B B － － －
実施はまだだが、計画作成能力は備
えた。

4．森林火災

4.1 森林消防団の育成 B A A B B A B A A
プロジェクト1年目で経験し、能力を
備えた。

4.2 消防団の訓練 B A A B A A B A A 同上
4.3 森林火災防止の啓発 A A A B A A A A A 啓発材料は年々進歩している。
5. 簡易灌漑農業の導入
5.1 簡易灌漑農業の導入ポテ
ンシャルの高い地区の調査・
特定 C B A C B B － － －

JICA外の灌漑プロジェクトでサイト
を特定できるようなっている。

5.2 基本方針の作成
B B A C B A B A A

方針を理解し、他プロジェクトにて
応用できるようになった

5.3 水理計算、設計

C B B C B B － － －

基本は理解しているが、詳細設計の
実施には至っていない（C/Pの変更が
あったため）

5.4 簡易灌漑施設の施設・施
工 C B A C B A － － －

専門家や庸人が不在でも施工は実施
できている。

5.5 簡易灌漑施設のオペレー
ション、維持管理 C B B C B B － － －

維持管理計画を立て、集落に指導を
始めている。

5.6 簡易灌漑農業の指導

B B B C B B － － －

営農指導計画を立て、実施し始めて
いる。よりきめ細かい指導のために
は専任のC/Pが必要である。

5.7 リボルビングファンドの
適用

C B A － － － － － －

返済計画の立案が可能で、説明も実
施した(3村）。回収が課題である。

業務のカテゴリー

2.2 参加型ワークショップの実施

2.4 灌漑農業グループへの支援

3.1 植林計画の作成

備考（どのように変化したか、また
変化したと考えられる要因等）

知識；K 技能；S 心構え；A

190



6. アグロフォレストリーの
6.1アグロフォレストリーの計
画 A A A B B B － － －

応用技術も備えたが、より幅広い実
践的技能が必要。

6.2 デモンストレーション・
ファームの設置

B A A B B B B B A

デモファームの設定能力は高い。管
理能力も高いが巡回する時間が十分
に取れない。

6.3アグロフォレストリーの指
導 A A A B B A B B A

指導能力は高いが巡回する時間が十
分に取れない。

6.4 モニタリングの実施

B B A B B A － － －

知識は十分にあり、計画できるが、
実施に十分な時間が取れない。

7. GISの活用
7.1 GPSの活用

B B A B B A － － －
GPS情報をGISに組み込む能力は十分
に備えている。

7.2 属性データの調査
A A A A A A － － －

植林地の属性データを扱う能力は十
分に備えている。

7.3 GISの活用
B B A B B A － － －

オーバーレイ機能等により植林地の
管理能力は十分に備えている。

(計算方法)
A;3ポイント, B;2ポイント, C;1ポイント
[CDスコア(%)]=
　[(Aの個数)×3+(Bの個数)×2+(Cの個数)]/240*×100
*各年とも「知識」「技能」「心構え」の評価項目が合計80項目であり、
仮にすべての項目がAの場合、最高ポイントである240が満点なる

1年目
(2006年) 67.1%
2年目

(2007年) 82.9%
3年目

(2008年) 94.2%
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Anexo 10

Categoría del Trabajo 2006 2007 2008 2006 2007 2008 2006 2007 2008

1. Capacidad organizativa
1.1 Liderazgo

－ － － － － － B B A

Se elevó de dirigir al equipo de
Coordinador de Proyecto.

1.2 Mecanismo de toma de decisi
ón － － － － － － B A A

El liderazgo de Coordinador del
Proyecto se elevó.

1.3 Comunicación
－ － － － － － B B A

Comunicación se elevó por reunión
ordinaria.

1.4 Voluntad de contribuir

－ － － － － － B B A

Todavía hay espacio de mejoramiento
de trabajo.

1.5 Administración del Proyecto

B B A B B A B B A

Capacidad de administración de FSF se
elevó, pero todavía hay espacio de
mejoramiento para sistema de
administración de habitantes.

1.6 Estructura organizativa

－ － － － － － B B B

Capacidad de manejo general de
proyecto se elevó. Pero es necesario
fortalecimiento parte de asistencia té
cnica a comunitarios.

2. Manejo participativo de
2.1 Procedimientos del manejo
participativo de cuencas

B A A B B A B A A

Tenía alta Capacidad de manejo
participativo de inicial, pero se la elevó
más.

2.2 Realización de talleres
participativos － － － －

2.2.1 Capacidad de diseñar
talleres

B B A B A A － － －

Capacidad de diseñar conforme a las
necesidades y niveles de los
comunitarios se desarrolló.

2.2.2 Capacidad como facilitador
A A A B A A A A A

Tiene capacidad por facilitador que
trata talleres con flexibilidad.

2.2.3 Organización de
informaciones

B B A C B B C B B

Es necesario se forzará la capacidad de
arreglar datos de resultados de talleres.

2.3 Apoyo a las actividades
participativas

A A A B A A A A A

Tienen muchas ganas de apoyar a los
comunitarios y saben los
procedimientos que promueven ellos
mismo para resolver los problemas.

2.4 Apoyo a los grupos de
agricultura de riego bajo riego
sencillo － － － －

2.4.1 Apoyo a la formación de
consenso A A A B A A B A A

C/P mismo realiza los talleres de
comunitarios.

2.4.2 Apoyo a la elaboración de
reglamentos de asociación de
riego B B A B A A B A A

C/P mismo realiza apoyar para elaborar
regula de comunidades.

2.4.3 Apoyo a fortalecer la
organización B B A B A A B A A

C/P mismo realiza los talleres de
comunitarios.

3. Reforestación y manejo
 3.1 Elaboración del plan de
reforestación － － － －

3.1.1 Selección de especies de á
rboles B A A B A A － － －

Puede seleccionar las especies por
necesidades sociales.

3.1.2 Plan de trabajo de
reforestación B A A B A A － － －

Puede figurarse uniendo una serie de
actividades de plan de reforestación.

3.2 Elaboración del plan de
producción de plántulas

A A A B B B － － －

Es necesario un poco comprender la
situación actual de terrenos por causa
de tenencia es privado.

3.3 Ejecución de reforestación

A A A B A A － － －

Tiene suficiente capacidad para apoyar
las actividades de reforestación que se
ejecutan por comunitarios.

3.4 Elaboración y ejecución del
plan de mantenimiento de áreas
reforestadas.

A A A B B B － － －

Aunque todavía no ejecutan, tiene la
capacidad para elaborar un plan de
mantenimiento de las áreas
reforestadas.

Resumen de la Hoja de Desarrollo de Capacidades 

Observación（Como cambia
capacidad, o factores de cambio)

Conocimiento Habilidad: Actitud
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4. Incendios forestales
4.1 Creación de brigadas contra
incendios B A A B B A B A A

Se desarrolló la capacidad con la
experiencia de primer año.

4.2 Entrenamiento de brigadas B A A B A A B A A Ídem
4.3 Conscientización sobre
incendios forestales

A A A B A A A A A

El material para conscientización está
desarrollando año por año. Power point
→DVD

5. Introducción de  agricultura
5.1 Estudio e identificación de á
reas de alto potencial para la
introducción de agricultura de
riego sencillo C B A C B B － － －

Se elevó la capacitación como puede
identificar de áreas de alto potencial
para el riego afuera de Proyecto de
JICA.

5.2 Elaboración del lineamiento b
ásico B B A C B A B A A

Se puede comprender principio y puede
aplicarla a otros proyectos.

5.3 Cálculo hidrográfico y diseño

C B B C B B － － －

Se  comprende básico, pero no se logra
a diseño detallado. (Por causa de
cambio de C/P)

5.4 Construcción de las
instalaciones de riego sencillo

C B A C B A － － －

Se puede realizar obra de construcción
sin expertos japoneses y expertos
empleados.

5.5 Capacitación sobre operación
y mantenimiento del sistema de
riego sencillo C B B C B B － － －

Se elabora plan de mantenimiento y
empieza orientar a las comunidades.

5.6 Orientación sobre la
agricultura de riego sencillo

B B B C B B － － －

Se elabora plan de asistencia técnica y
empieza asistencia técnica. Pero es
necesario C/P que tiente cargo de
asistencia técnica para orientar más
detallado.

5.7 Aplicación del Fondo
Rotatorio

C B A － － － － － －

Se puede elaborar plan de reembolso ya
se realizó explicación (en 3
comunidades). Tema de siguiente es
retractación.

6. Introducción de agroforesterí
6.1 Plan de agroforestería

A A A B B B － － －

Se desarrolló técnica de aplicación,
pero es necesario fortalecer más técnica
amplia.

6.2 Establecimiento de la finca de
demostración

B A A B B B B B A

Tiene alta capacidad de establecimiento
de parcela demostrativa y capacidad de
manejo. Pero no tiene suficiente tiempo
para asistir a los comunitarios.

6.3 Orientación sobre agroforester
ía

A A A B B A B B A

Tiene alta capacidad de asistir a los
comunitarios, pero no tiene suficiente
tiempo para orientación.

6.4 Ejecución del monitoreo

B B A B B A － － －

Tiene bastante conocimiento de
monitoreo, pero no tiene suficiente
tiempo para monitoreo.

7. Uso del SIG
7.1 Uso del GPS

B B A B B A － － －

Tiene la capacidad de introducir al SIG
la información adquirida usando de
GPS.

7.2 Estudio de los datos de
atributos A A A A A A － － －

Tiene la capacidad de tratar los datos de
áreas reforestadas.

7.3 Uso del SIG

B B A B B A － － －

Tiene la capacidad de manejar áreas
reforestadas por utilizar funciones de
sobreposición del SIG.

3 ero ano
(2008) 94.2%

(Método de cálculo)
A;3puntos, B;2puntos, C;1punto
[CD Score(%)]=[(No.of A)×3+(No.of B)×2+(No. of C)]/240×100
*240:Calificacion maxima

1 ero ano
(2006)

2 ero ano
(2007)

67.1%

82.9%
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Annex 10

Category of Items 2006 2007 2008 2006 2007 2008 2006 2007 2008

Note (Ex: How ability has
been changed or factor of
change)

1. Ability of organization
1.1 Leadership

－ － － － － － B B A

Ability of leadership to
subordinate has been
improved.

1.2 mechanism of decision-
making － － － － － － B A A

Ability of leadership has been
improved.

1.3 Communication

－ － － － － － B B A

Communication among the
team has been improved due to
regular meeting

1.4 Willingness to serve － － － － － － B B A

1.5 Management of project

B B A B B A B B A

Ability on C/P has been
improved. System of
monitoring on activity of
villagers admits of
improvement.

1.6 Structure of Organization

－ － － － － － B B B

Ability on management of
project has been improved. A
part of extension of agriculture
admits of improvement.

2. Participatory watershed
management
2.1 Process

B A A B B A B A A
High ability has been more
improved.

2.2 Holding of workshop － － － －

2.2.1 Planning of workshop

B B A B A A － － －

Ability on planning according
to needs or level of villagers
has been improved.

2.2.2 Ability of facilitation
A A A B A A A A A

C/P can facilitate the
workshop flexibly.

2.2.3 Organization of information

B B A C B B C B B

Improvement on ability of
information organization is a
little bit needed.

2.3 Support to participatory
activity

A A A B A A A A A

2.4 Support to irrigation
committee － － － －

2.4.1 Support on consensus-
making A A A B A A B A A

C/Ps can hold the meeting
with villagers by themselves.

2.4.2 Ability on support to
irrigation committee to make
regulation B B A B A A B A A

C/Ps can assist an irrigation
committee in making
regulation by themselves.

2.4.3 Ability on support to
irrigation committee on
enhancement of committee B B A B A A B A A

C/Ps can hold the meeting
with villagers by themselves.

3. Reforestation and forest
management
3.1 plan of reforestation － － － －

3.1.1 Selection of tree species

B A A B A A － － －

C/Ps has acquired the ability
on selection of tree species
according to social needs.

3.1.2 Activities plan on
reforestation

B A A B A A － － －

C/Ps can make a
comprehensive reforestation
plan in area organically.

3.2 Plan of production of
seedling (Trees)

A A A B B B － － －

C/Ps should have a little more
ability on grasping the actual
condition of area based on the
land ownership

3.3 Implementation of
reforestation

A A A B A A － － －

C/Ps can have ability on assist
for villagers in reforestation.

3.4 Plan and implementation of
tending of trees

A A A B B B － － －

C/Ps has planning ability but
should a little more ability on
implementation.

Summary of Capacity Development(CD) Sheets

Knowledge Skill Attitude
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4．Forest fire
4.1 Cultivation of forest fire
company

B A A B B A B A A

C/Ps can have the ability
because they had experienced
at the first year of this project.

4.2 Training of fire company B A A B A A B A A Ditto.
4.3 Enlightenment of forest fire
defense

A A A B A A A A A

Materials for enlightenment
have been improved year by
year.

5. Introduction of small scale
irrigation
5.1 Study and prioritization of
high potentiality area for small
scale irrigation C B A C B B － － －

C/Ps can select the high
potential area out of JICA’s
project.

5.2 Making of basic principle

B B A C B A B A A

C/Ps apprehend the principle
of irrigation and apply to other
project.

5.3 Hydraulic calculation and
design

C B B C B B － － －

C/Ps can get basic theory but
still needs to technology
transfer in part of detailed
design (C/Ps has been

5.4 Construction of facility of
small scale irrigation system C B A C B A － － －

C/Ps can manage the
construction without Japanese

5.5 Operation and maintenance of
irrigation system C B B C B B － － －

C/Ps start to extend the
knowledge and operation of

i b d h5.6 Extension of irrigation farming

B B B C B B － － －

C/Ps start to do the extension
of farming based on the plan.
More C/Ps should work for the
extension of farming.

5.7 Revolving fund

C B A － － － － － －

C/Ps can make repayment plan
and explain it to a irrigation
members. Withdraw of
revolving fund should be
considerable.

6. Agrofrestry
6.1 Plan

A A A B B B － － －

C/Ps can get the applied
technology but still needs to
acquire the wildly practical
technique.

6.2 installation of demonstration
farm

B A A B B B B B A

C/Ps have high ability on
selection of demonstration
farm and management of
farmland, but does not have
enough time to check them
thoroughly.

6.3 Extension

A A A B B A B B A

C/Ps have high ability on
extension of farming, but does
not have enough time to check
them thoroughly.

6.4 Monitoring

B B A B B A － － －

C/Ps have high knowledge and
can plan the farming, but does
not have enough time to
implement it thoroughly.

7. GIS
7.1 Use of GPS

B B A B B A － － －

C/Ps have enough ability to set
the Information from GPS in
GIS.

7.2 Study of attribute data

A A A A A A － － －

C/Ps have enough ability to
deal with attribute date at
reforestation area.

7.3 Use of GIS

B B A B B A － － －

C/Ps have enough ability to
manage the information of
reforestation area using overlay
function of GIS.

First year
(2006) 67.1%

(Method of Calculation)
A;3Points, B;2Points, C;1Point
[CD Score(%)]=[(No.of A)×3+(No.of B)×2+(No. of C)]/240×100
*240:Maximum

Second year
(2007) 82.9%

Third year
(2008) 94.2%

195

付属資料３





村
落

N
a
r
a
n
j
o
s

P
e
r
i
q
u
i
t
o

D
e
r
r
u
m
b
a
d
o

L
a
s
 
L
a
g
u
n
a
s

同
行

者

村
落

参
加

者
灌

漑
メ

ン
バ

ー
；

M
r
.
ホ

セ
（

灌
漑

リ
ー

ダ
ー

）
、

M
s
.
ル

シ
ア

ナ
（

秘
書

）
、

M
r
.
ラ

モ
ン

ル
・

ル
シ

ア
ナ

（
メ

ン
バ

ー
）

、
M
r
．

ア
ン

ヘ
ル

（
書

記
）

の
計

4
名

灌
漑

メ
ン

バ
ー

；
M
r
.
ピ

ン
ゴ

（
灌

漑
リ

ー
ダ

ー
）

、
M
r
.
ル

イ
ス

バ
エ

ラ
（

書
記

）
、

M
s
.
ド

ミ
ン

ガ
（

メ
ン

バ
ー

）
、

M
r
．

カ
ジ

ュ
タ

ノ
（

経
理

）
、

M
r
.
ル

ー
カ

・
ス

エ
ノ

の
計

5
名

【
ア

グ
ロ

C
P
ジ

ェ
イ

ソ
ン

氏
同

行
】

灌
漑

リ
ー

ダ
ー

、
M
r
.
エ

ル
バ

ル
ド

、
M
r
.
ア

ド
ル

ホ
、

M
r
.
リ

ブ
ラ

ト
、

他
2
名

の
計

7
名

灌
漑

リ
ー

ダ
ー

（
ア

マ
ブ

レ
）

、
理

事
6
名

、
書

記
、

会
計

係
、

規
律

係
、

2
名

の
委

員
長

補
佐

の
計

1
2
名

基
礎

情
報

人
口

7
0
0
人

、
灌

漑
メ

ン
バ

ー
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
直

接
受

益
者

）
３

０
人

、
対

象
面

積
は

計
3
0
0
タ

レ
ヤ

（
1
タ

レ
ヤ

＝
0
．

0
6
h
a
）

(
メ

ン
バ

ー
一

人
当

た
り

平
均

1
0
タ

レ
ヤ

)

灌
漑

メ
ン

バ
ー

構
成

3
0
人

。
受

益
者

3
3
名

（
女

性
2
名

）
、

現
在

の
と

こ
ろ

灌
漑

は
1
0
0
％

達
成

（
通

水
）

だ
が

バ
ブ

ル
の

設
置

が
ま

だ
で

ペ
ン

デ
ィ

ン
グ

。
植

林
は

3
0
0
タ

レ
ヤ

×
3
倍

＝
9
0
0
タ

レ
ヤ

。
現

在
ま

で
4
0
0
0
本

植
林

し
た

が
、

面
積

は
6
0
－

7
0
タ

レ
ヤ

程
度

（
C
P
の

ホ
ル

へ
が

確
認

）

灌
漑

メ
ン

バ
ー

3
4
名

（
女

性
4
名

）
（

3
グ

ル
ー

プ
に

分
け

回
転

さ
せ

て
い

る
）

（
①

月
・

火
1
1

人
、

②
水

・
木

1
1
名

、
③

金
・

土
1
1
名

）
。

6
月

2
3
日

か
ら

以
上

の
体

制
で

ス
タ

ー
ト

し
、

全
面

積
に

パ
イ

プ
の

溝
作

成
の

作
業

を
実

施
し

て
き

た
。

今
ま

で
1
0
1
日

の
作

業
で

延
べ

1
0
0
3
名

参
加

。
パ

イ
プ

の
総

延
長

は
6
8
0
0
メ

ー
ト

ル
。

大
雨

や
冠

婚
葬

祭
の

2
2
日

を
除

き
、

す
べ

て
メ

ン
バ

ー
は

参
加

。
全

体
灌

漑
面

積
は

約
3
0
0
タ

レ
ヤ

。
実

際
の

植
林

面
積

は
8
3
タ

レ
ヤ

（
雨

期
の

み
の

活
動

）
。

対
象

住
民

の
C
/
P
へ

の
満

足
度

活
動

の
実

施
に

満
足

し
て

い
る

今
は

水
が

来
て

満
足

し
て

い
る

こ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

全
体

の
仕

組
み

に
満

足
し

て
い

る
。

（
灌

漑
資

材
費

を
）

借
り

、
返

済
し

て
い

く
こ

と
で

他
の

村
落

の
約

に
立

つ
の

で
満

足
。

N
/
A

灌
漑

グ
ル

ー
プ

の
住

民
参

加
状

況

住
民

の
参

加
率

が
向

上
し

な
い

の
は

、
ハ

リ
ケ

ー
ン

の
影

響
で

一
時

活
動

を
休

止
し

た
た

め
。

中
に

は
文

句
を

言
っ

て
活

動
に

参
加

し
な

い
の

が
2
、

3
名

で
作

業
が

一
部

止
ま

っ
て

い
る

。
昨

年
の

ハ
リ

ケ
ー

ン
の

被
害

に
よ

り
、

灌
漑

施
設

の
工

事
が

ゼ
ロ

か
ら

の
や

り
直

し
と

な
っ

た
た

め
、

住
民

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
低

下
し

た
。

住
民

の
参

加
率

を
向

上
さ

せ
る

に
は

、
3
0
人

の
メ

ン
バ

ー
は

各
々

違
う

考
え

を
持

て
い

る
た

め
、

時
間

が
か

か
る

。
心

を
一

つ
に

し
て

目
標

に
向

か
っ

て
い

く
努

力
が

必
要

。

参
加

率
は

2
0
ー

2
3
人

で
よ

い
（

実
際

の
参

加
は

1
5
名

程
度

。
ハ

リ
ケ

ー
ン

後
3
ヶ

月
は

参
加

が
な

か
っ

た
。

N
a
r
a
n
j
o
s
と

の
合

同
作

業
時

に
、

2
つ

の
村

落
の

参
加

率
は

大
き

く
異

な
っ

て
い

る
点

が
判

明
し

、
不

公
平

感
を

感
じ

て
参

加
率

が
低

下
し

た
の

で
は

（
増

井
チ

ー
フ

）
）

住
民

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

か
ら

変
わ

ら
ず

1
0
0
%
の

参
加

状
況

。
特

に
灌

漑
施

設
の

工
事

に
は

ほ
と

ん
ど

1
0
0
％

の
参

加
。

し
か

し
W
S
等

へ
の

参
加

率
は

少
し

落
ち

る
。

住
民

の
参

加
率

は
と

て
も

よ
い

。
6
月

2
3
日

か
ら

現
在

の
体

制
で

ス
タ

ー
ト

し
、

全
面

積
に

パ
イ

プ
の

溝
作

成
の

作
業

を
実

施
し

て
き

た
。

今
ま

で
1
0
1
日

の
作

業
で

延
べ

1
0
0
3
名

参
加

。
パ

イ
プ

の
総

延
長

は
6
8
0
0
メ

ー
ト

ル
。

大
雨

や
冠

婚
葬

祭
の

2
2
日

を
除

き
、

す
べ

て
メ

ン
バ

ー
は

参
加

。

灌
漑

施
設

設
置

状
況

灌
漑

施
設

の
水

が
き

て
い

な
い

に
は

補
修

の
不

足
に

よ
る

も
の

。
水

が
通

っ
て

い
な

い
の

は
、

谷
の

2
0
本

あ
ま

り
の

パ
イ

プ
管

の
空

中
通

し
の

部
分

で
あ

り
、

こ
れ

は
住

民
に

よ
る

施
工

が
不

十
分

で
あ

る
こ

と
に

よ
り

手
戻

り
が

生
じ

、
安

定
し

た
通

水
が

遅
れ

て
い

る
。

こ
の

村
落

で
は

灌
漑

施
設

設
置

は
始

め
て

の
経

験
で

あ
り

、
他

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
の

先
行

事
例

を
み

な
が

ら
作

業
を

行
っ

て
い

た
が

、
実

際
や

っ
て

み
た

と
こ

ろ
、

予
定

通
り

工
事

が
進

ま
な

い
部

分
が

あ
り

こ
れ

が
作

業
の

遅
れ

の
原

因
で

あ
る

。
住

民
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
が

あ
ま

り
回

復
し

て
い

な
い

。

今
年

に
入

り
通

水
し

、
野

菜
栽

培
を

開
始

。
し

か
し

タ
ン

ク
内

に
土

砂
が

流
入

し
す

ぐ
詰

ま
り

水
の

安
定

供
給

が
難

し
く

現
在

住
民

が
張

り
付

か
な

い
と

水
が

し
よ

う
で

き
な

い
状

況
。

水
通

し
が

悪
く

す
ぐ

詰
ま

っ
て

し
ま

う
。

通
水

す
る

2
年

あ
ま

り
、

参
加

住
民

は
水

が
な

く
作

物
の

保
障

が
な

い
状

況
の

中
、

自
分

の
仕

事
を

ほ
っ

た
ら

か
し

灌
漑

優
先

で
作

業
を

行
っ

て
い

た
た

め
、

メ
ン

バ
ー

の
中

に
は

生
活

に
困

窮
し

て
い

る
人

も
い

る
。

畑
の

中
の

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

に
つ

い
て

、
灌

漑
水

の
利

用
を

試
行

的
に

曜
日

で
振

り
分

け
て

い
る

が
、

ル
ー

ル
を

守
ら

な
い

住
民

が
い

る
た

め
、

ル
ー

ル
の

徹
底

の
た

め
、

灌
漑

メ
ン

バ
ー

内
で

管
理

ユ
ニ

ッ
ト

を
作

り
た

い
。

灌
漑

組
織

強
化

の
た

め
に

、
灌

漑
利

用
に

か
か

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
Ｗ

Ｓ
）

を
も

う
一

度
実

施
し

て
ほ

し
い

。
W
S
開

催
に

加
え

自
分

た
ち

で
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

も
ち

、
自

主
性

の
醸

成
す

る
た

め
ど

の
よ

う
に

管
理

し
て

い
く

か
考

え
る

必
要

あ
り

。

灌
漑

水
が

通
水

し
灌

漑
農

業
を

展
開

中
。

灌
漑

水
は

3
月

の
テ

ス
ト

期
間

を
経

て
、

9
月

に
本

格
的

に
通

水
し

た
。

灌
漑

水
の

利
用

は
、

グ
ル

ー
プ

毎
に

使
用

で
き

る
曜

日
を

決
め

る
等

の
ル

ー
ル

を
決

め
守

れ
て

い
る

。
1
日

あ
た

り
3
0
タ

レ
ヤ

の
灌

漑
能

力
が

あ
り

、
作

物
毎

に
灌

漑
水

を
調

整
（

全
農

地
を

ブ
ロ

ッ
ク

分
け

し
、

ブ
ロ

ッ
ク

毎
に

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

を
配

置
、

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
で

ま
わ

し
て

い
る

）
し

て
い

る
。

基
本

的
に

メ
ン

バ
ー

は
好

き
な

よ
う

に
水

を
使

用
で

き
る

。
農

業
の

ほ
と

ん
ど

は
ア

ボ
ガ

ド
。

残
り

は
バ

ナ
ナ

、
ア

ビ
チ

ュ
エ

ラ
（

マ
メ

科
）

。
灌

漑
技

術
に

加
え

灌
漑

農
業

の
支

援
も

必
要

で
あ

り
、

将
来

的
に

温
室

ハ
ウ

ス
（

＊
オ

コ
ア

で
の

視
察

か
ら

影
響

を
受

け
た

ら
し

い
）

で
野

菜
を

作
れ

た
ら

よ
い

。
ハ

ウ
ス

の
利

用
は

市
場

へ
の

流
通

を
意

識
し

た
も

の
。

8
0
年

代
に

灌
漑

を
導

入
し

た
こ

と
が

あ
っ

た
が

ハ
リ

ケ
ー

ン
の

被
害

に
よ

り
や

め
た

。
ア

ボ
ガ

ド
へ

の
灌

漑
は

、
粘

土
質

の
土

地
は

月
1
回

の
灌

漑
、

ま
た

付
近

の
砂

の
多

い
土

壌
で

は
月

2
回

の
灌

漑
（

乾
季

）
が

必
要

。
雨

期
の

灌
漑

は
不

要
。

ア
ボ

ガ
ド

の
技

術
研

修
に

つ
い

て
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
雇

用
の

農
務

省
に

よ
っ

て
行

わ
れ

た
。

今
後

、
S
D
で

の
農

業
研

修
に

住
民

を
参

加
さ

せ
、

果
樹

組
合

と
の

連
携

を
考

え
て

い
き

た
い

。
財

団
と

し
て

、
果

樹
組

合
に

対
し

、
組

織
化

強
化

の
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

研
修

／
セ

ミ
ナ

ー
に

参
加

し
て

い
な

い
住

民
に

対
し

て
は

、
研

修
の

C
D

を
渡

し
た

り
、

ケ
ー

ブ
ル

T
V
等

で
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

考
え

て
い

る
。

ま
た

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
内

で
も

作
物

の
研

修
（

剪
定

技
術

、
虫

害
予

防
）

灌
漑

設
置

作
業

は
、

貯
水

池
の

設
置

工
事

、
柵

の
作

成
、

複
土

作
業

、
パ

イ
プ

の
接

続
部

の
補

修
。

溝
の

作
成

は
完

了
。

灌
漑

農
業

は
初

め
て

の
体

験
で

あ
り

、
技

術
支

援
を

必
要

と
し

て
い

る
。

生
産

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

。
灌

漑
農

業
に

つ
い

て
は

、
あ

ま
り

資
源

が
な

い
た

め
、

当
初

は
か

な
り

多
く

の
投

資
を

お
願

い
し

た
い

。
作

付
の

種
類

（
見

当
つ

か
な

い
）

に
つ

い
て

は
、

市
場

を
意

識
し

た
指

導
を

お
願

い
し

た
い

。
村

の
若

者
は

、
農

業
は

お
金

に
な

ら
な

い
た

め
、

都
市

部
に

勉
強

に
出

て
そ

の
ま

ま
帰

っ
て

こ
な

い
。

生
活

用
水

の
余

剰
水

を
利

用
し

た
灌

漑
（

夜
6

時
か

ら
生

活
用

水
を

減
ら

し
灌

漑
水

を
貯

め
る

対
策

）
で

あ
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
以

外
に

も
水

道
委

員
会

が
存

在
。

灌
漑

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
は

上
水

道
の

メ
ン

テ
の

経
験

を
生

か
し

て
い

る
。

環
境

省
；

M
r
.
C
a
r
l
o
s
 
S
i
r
i
e

財
団

本
部

；
ラ

モ
ン

・
サ

ン
タ

ナ
財

団
P
L
C
；

C
P
ロ

ベ
ル

ト
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

秘
書

日
本

側
；

小
川

団
長

、
増

井
チ

ー
フ

、
玉

手
（

通
訳

）
、

南
雲

環
境

省
；

M
s
.
 
T
e
r
e
s
a
 
D
i
s
l
a

財
団

本
部

；
ラ

モ
ン

・
サ

ン
タ

ナ
財

団
P
L
C
；

C
P
ロ

ベ
ル

ト
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

秘
書

日
本

側
；

小
川

団
長

、
増

井
チ

ー
フ

、
古

川
専

門
家

、
玉

手
（

通
訳

）
、

ワ
ス

カ
ル

所
員

、
南

雲

付
属

資
料

4
.
　

村
落

視
察

時
の

住
民

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
　

（
1
1
月

1
2
日

,
1
3
日

）
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村
落

N
a
r
a
n
j
o
s

P
e
r
i
q
u
i
t
o

D
e
r
r
u
m
b
a
d
o

L
a
s
 
L
a
g
u
n
a
s

付
属

資
料

4
.
　

村
落

視
察

時
の

住
民

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
　

（
1
1
月

1
2
日

,
1
3
日

）

灌
漑

水
を

利
用

し
た

灌
漑

農
業

の
実

施
状

況

灌
漑

を
利

用
し

た
作

物
の

2
0
％

は
ア

ボ
ガ

ド
で

あ
る

。
野

菜
を

作
り

た
い

が
、

灌
漑

施
設

の
一

部
に

故
障

が
あ

り
ま

だ
開

始
で

き
な

い
。

希
望

と
し

て
は

、
野

菜
を

作
り

年
3
回

栽
培

し
た

い
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

前
は

マ
メ

を
つ

く
る

の
に

1
万

ペ
ソ

投
入

し
、

4
,
5
0
0

ペ
ソ

の
み

の
リ

タ
ー

ン
で

非
効

率
で

あ
り

、
こ

れ
ま

で
満

足
な

生
活

が
で

き
な

か
っ

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
導

入
し

た
灌

漑
水

を
利

用
し

こ
れ

ま
で

の
不

足
部

分
を

取
り

戻
し

た
い

。
こ

れ
ま

で
灌

漑
水

を
利

用
し

た
野

菜
の

栽
培

経
験

は
な

い
た

め
、

今
後

財
団

の
技

術
者

や
J
I
C
A
専

門
家

に
教

え
て

も
ら

い
た

い
。

N
a
r
a
n
j
o
s
の

灌
漑

メ
ン

バ
ー

に
は

野
菜

の
経

験
は

な
い

が
、

ハ
リ

ケ
ー

ン
の

被
害

に
よ

り
P
e
r
i
q
u
i
t
o
に

移
住

す
る

D
e
r
r
u
m
b
a
d
o
の

住
民

が
農

業
（

野
菜

作
付

）
技

術
を

移
転

し
て

く
れ

る
と

期
待

す
る

。
ア

ボ
ガ

ド
の

収
穫

時
期

に
よ

り
値

段
が

異
な

る
（

通
常

8
ペ

ソ
／

個
、

1
2

月
・

1
月

；
1
5
－

2
0
ペ

ソ
／

個
）

収
穫

時
期

の
調

整
等

に
つ

い
て

は
営

農
指

導
が

必
要

。
灌

漑
水

の
利

用
に

よ
り

収
穫

時
期

の
調

整
は

で
き

な
い

が
、

灌
漑

水
は

ア
ボ

ガ
ド

の
生

産
量

お
よ

び
質

の
向

上
に

資
す

る
。

ア
ボ

ガ
ド

の
質

・
量

的
な

向
上

が
住

民
の

収
入

増
加

に
つ

な
が

る
。

ア
ボ

ガ
ド

以
外

に
野

菜
生

産
を

含
め

た
経

済
分

析
に

つ
い

て
は

十
分

行
っ

て
い

な
い

が
、

作
物

カ
レ

ン
ダ

ー
の

作
成

等
を

行
っ

て
い

る
。

リ
ス

ク
分

散
の

意
味

で
も

さ
ま

ざ
ま

な
作

付
け

・
生

産
が

必
要

。
（

以
上

、
住

民
）

財
団

と
し

て
も

今
後

、
野

菜
と

果
樹

栽
培

の
技

術
支

援
を

し
て

い
く

。
（

財
団

Ｃ
Ｐ

）
1
1
月

～
3
月

の
乾

期
に

灌
漑

農
業

が
展

開
で

き
る

よ
う

、
灌

漑
施

設
の

修
理

に
協

力
を

お
願

い
し

た
い

（
小

川
）

住
民

は
財

団
か

ら
資

金
を

借
り

、
3
0
人

中
2
6
人

は
ア

ボ
ガ

ド
、

残
り

の
4
人

は
灌

漑
水

を
利

用
し

た
ピ

ー
マ

ン
・

ナ
ス

の
栽

培
。

野
菜

栽
培

し
て

て
も

市
場

が
な

い
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

財
団

に
対

し
流

通
や

市
場

を
意

識
し

た
野

菜
栽

培
の

技
術

指
導

を
希

望
。

リ
ボ

ル
ビ

ン
グ

フ
ァ

ン
ド

の
返

済
の

た
め

、
財

団
に

よ
る

ア
ボ

ガ
ド

の
苗

木
を

導
入

し
て

1
年

半
が

経
過

し
た

。

N
/
A

N
/
A

リ
ボ

ル
ビ

ン
グ

フ
ァ

ン
ド

の
状

況

野
菜

の
栽

培
を

通
じ

リ
ボ

ル
ビ

ン
グ

フ
ァ

ン
ド

を
返

済
し

た
い

。
メ

ン
バ

ー
は

リ
ボ

ル
ビ

ン
グ

フ
ァ

ン
ド

で
借

金
を

抱
え

て
い

る
が

、
貧

困
な

地
域

で
あ

る
た

め
J
I
C
A
か

ら
の

支
援

を
お

願
い

し
た

い
。

他
村

落
へ

の
波

及
を

考
慮

し
、

野
菜

栽
培

を
通

じ
リ

ボ
ル

ビ
ン

グ
を

返
済

し
て

い
き

た
い

。
リ

ボ
ル

ビ
ン

グ
の

返
済

額
お

よ
び

運
用

ル
ー

ル
に

つ
い

て
は

メ
ン

バ
ー

は
全

員
理

解
し

て
い

る
よ

う
だ

（
9
7
,
0
0
0
ペ

ソ
／

1
0
タ

レ
ヤ

（
１

メ
ン

バ
ー

）
）

。
返

済
不

可
能

な
額

で
は

な
い

と
い

う
認

識
。

N
/
A

N
/
A

植
林

状
況

と
今

後
の

見
込

み
／

焼
畑

の
現

状

木
は

雨
期

で
な

い
と

植
林

で
き

な
い

。
大

規
模

所
有

者
の

中
で

土
地

を
提

供
し

て
く

れ
る

見
込

み
は

あ
る

。
自

分
た

ち
の

土
地

だ
け

で
、

目
標

の
9
0
0
タ

レ
ヤ

（
灌

漑
導

入
3
0
0
タ

レ
ヤ

の
3
倍

）
は

達
成

で
き

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

受
益

者
は

土
地

を
持

た
な

い
ケ

ー
ス

が
あ

る
が

、
土

地
所

有
者

か
ら

土
地

を
借

り
る

の
に

特
別

な
支

障
は

な
い

。
3
0
人

の
メ

ン
バ

ー
の

う
ち

土
地

を
持

た
な

い
の

は
6
人

の
み

。
そ

の
6
人

は
土

地
オ

ー
ナ

ー
よ

り
土

地
を

借
り

、
野

菜
栽

培
に

使
用

す
る

契
約

を
オ

ー
ナ

ー
と

交
わ

し
て

い
る

。
こ

れ
ま

で
焼

畑
に

て
主

食
と

な
る

マ
メ

を
栽

培
し

て
き

た
が

、
J
I
C
A
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

、
焼

畑
は

年
を

経
る

に
つ

れ
土

壌
悪

化
す

る
こ

と
を

知
り

、
牛

を
使

っ
た

土
壌

作
り

を
実

践
し

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
あ

え
て

焼
畑

を
す

る
必

要
が

な
く

な
っ

た
。

上
流

域
に

あ
る

水
源

周
辺

に
植

林
を

行
う

こ
と

で
、

水
源

を
保

全
し

た
い

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
植

林
し

た
木

を
引

き
続

き
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
し

守
っ

て
い

く
。

特
に

雨
期

に
植

林
（

マ
ツ

・
マ

ホ
ガ

ニ
）

を
行

っ
た

際
は

枯
れ

を
防

ぐ
た

め
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

も
必

要
で

あ
る

。
植

林
の

目
標

は
9
0
0
タ

レ
ヤ

で
あ

る
が

、
現

在
ま

で
の

実
績

は
2
5
0
タ

レ
ヤ

に
止

ま
っ

て
い

る
が

そ
の

理
由

と
し

て
、

①
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
中

は
ほ

と
ん

ど
灌

漑
の

作
業

を
費

や
し

植
林

ま
で

手
が

回
ら

な
か

っ
た

こ
と

、
②

乾
期

が
長

く
き

び
し

く
、

雨
期

の
植

林
作

業
が

あ
ま

り
進

ま
な

か
っ

た
の

2
点

で
あ

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
条

件
と

し
て

、
灌

漑
完

成
後

に
植

林
を

行
う

契
約

で
あ

っ
た

が
、

ハ
リ

ケ
ー

ン
等

の
被

害
に

よ
り

実
際

灌
漑

の
完

成
が

遅
れ

て
い

た
た

め
、

植
林

を
前

倒
し

実
施

し
て

お
り

、
む

し
ろ

2
5
0
タ

レ
ヤ

は
高

く
評

価
で

き
る

の
で

は
な

い
か

。
（

「
灌

漑
設

置
後

の
植

林
」

を
考

慮
に

入
れ

て
ほ

し
い

）
目

標
と

し
て

は
、

2
0
0
8
年

6
0
0
タ

レ
ヤ

、
2
0
0
9
年

9
0
0
タ

レ
ヤ

で
あ

り
、

時
間

的
に

猶
予

が
あ

る
。

植
林

の
主

要
樹

種
と

し
て

の
マ

ツ
の

種
の

生
産

が
不

足
し

て
お

り
、

十
分

な
苗

木
を

準
備

で
き

な
か

っ
た

の
が

遅
れ

た
１

要
因

で
あ

る
。

9
0
0
タ

レ
ヤ

の
目

標
（

契
約

）
の

と
こ

ろ
、

今
ま

で
で

計
6
0
0
タ

レ
ヤ

達
成

。
同

時
に

水
源

の
保

全
に

向
け

た
植

林
に

も
注

力
。

植
林

目
標

を
達

成
し

な
い

理
由

；
灌

漑
施

設
設

置
に

時
間

を
要

し
、

ま
た

自
分

の
仕

事
も

あ
り

、
植

林
に

時
間

を
割

け
な

か
っ

た
。

残
り

の
目

標
面

積
3
0
0
タ

レ
ヤ

の
土

地
は

大
土

地
所

有
者

の
許

可
を

得
て

い
る

た
め

こ
れ

か
ら

植
林

を
行

う
。

特
に

水
源

中
心

の
私

有
地

を
確

保
し

植
林

す
る

。
大

土
地

所
有

者
は

牧
畜

に
し

て
お

り
、

牧
草

地
の

間
に

植
林

す
る

こ
と

で
草

地
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

機
能

に
つ

な
が

る
点

を
オ

ー
ナ

ー
は

理
解

し
は

じ
め

、
今

後
オ

ー
ナ

ー
と

話
合

い
、

植
林

用
地

の
取

得
に

つ
い

て
契

約
を

結
ぶ

予
定

。
大

土
地

の
オ

ー
ナ

ー
は

少
し

ず
つ

植
林

の
重

要
性

に
目

を
向

け
て

お
り

、
植

林
の

経
済

的
な

重
要

性
を

理
解

し
て

き
て

い
る

。
こ

の
土

地
は

マ
ツ

の
栽

培
が

適
し

て
お

り
、

等
高

線
植

林
を

行
い

土
壌

保
全

を
行

う
。

加
え

て
住

民
の

家
の

周
辺

に
も

植
林

す
る

よ
う

伝
え

て
い

る
。

植
林

は
将

来
的

に
流

域
全

体
の

問
題

で
も

あ
り

、
灌

漑
メ

ン
バ

ー
だ

け
で

な
く

周
辺

住
民

へ
も

波
及

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

。

植
林

は
3
0
0
タ

レ
ヤ

×
3
倍

＝
9
0
0
タ

レ
ヤ

。
現

在
ま

で
4
0
0
0
本

植
林

し
た

が
、

面
積

は
6
0
－

7
0
タ

レ
ヤ

程
度

。
今

後
の

植
林

用
地

は
特

定
で

き
て

い
る

。
土

地
は

灌
漑

グ
ル

ー
プ

外
の

土
地

（
受

益
者

で
な

く
他

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

の
土

地
）

。
他

人
の

土
地

を
植

林
用

地
に

今
後

利
用

す
る

予
定

で
あ

り
、

契
約

で
は

な
く

口
約

束
で

行
う

。
マ

ツ
を

植
林

し
た

ら
換

金
で

き
る

た
め

、
土

地
所

有
者

は
保

護
し

て
く

れ
る

だ
ろ

う
。

た
だ

植
林

後
も

木
が

残
っ

て
い

る
保

証
は

な
い

。
植

林
用

地
に

大
き

な
面

積
の

確
保

は
困

難
。

植
林

は
今

年
に

入
っ

て
か

ら
実

施
し

て
い

る
。

植
林

を
行

う
雨

期
は

、
月

1
回

灌
漑

メ
ン

バ
ー

は
植

林
の

た
め

山
へ

行
く

。
も

し
都

合
の

悪
い

メ
ン

バ
ー

は
次

の
機

会
に

参
加

す
る

こ
と

で
マ

ン
パ

ワ
ー

の
不

足
を

補
っ

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

前
は

山
で

焼
畑

を
し

て
い

た
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
後

は
8
0
－

9
0
％

は
灌

漑
農

業
を

実
施

。
焼

畑
を

や
め

て
か

ら
収

入
が

な
く

、
他

方
、

ア
ボ

ガ
ド

が
収

穫
で

き
る

よ
う

に
な

る
に

は
3
年

程
度

か
か

る
。

短
期

的
な

収
入

を
得

る
に

は
今

後
温

室
ハ

ウ
ス

の
導

入
が

必
要

。
今

生
活

で
き

て
い

る
の

は
前

の
収

穫
の

貯
金

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
生

活
は

楽
で

は
な

い
。

ユ
カ

・
バ

ナ
ナ

を
導

入
し

て
る

が
、

土
壌

に
砂

が
入

っ
て

い
る

た
め

、
野

菜
の

作
付

は
大

変
で

あ
る

。
P
L
C
の

果
樹

組
合

と
コ

ン
タ

ク
ト

を
と

り
農

産
物

（
ア

ボ
ガ

ド
等

）
を

販
売

し
た

い
。

植
林

用
地

に
つ

い
て

は
、

一
度

植
林

す
る

と
家

畜
飼

育
等

の
別

の
利

用
が

で
き

な
く

な
る

た
め

、
拒

否
す

る
人

も
い

る
。

植
林

用
地

に
つ

い
て

は
す

で
に

メ
ン

バ
ー

と
そ

の
他

の
土

地
を

準
備

し
て

い
る

。
今

ま
で

経
験

は
な

い
が

、
他

の
土

地
に

つ
い

て
は

契
約

を
行

い
、

土
地

を
借

り
る

予
定

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
前

か
ら

今
ま

で
土

壌
浸

食
の

影
響

を
受

け
て

い
る

た
め

、
焼

畑
を

や
め

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
参

加
し

て
い

る
。

森
林

を
焼

か
な

い
方

が
よ

い
こ

と
を

理
解

し
、

放
牧

地
へ

の
火

入
れ

は
行

っ
て

い
な

い
。
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村
落

N
a
r
a
n
j
o
s

P
e
r
i
q
u
i
t
o

D
e
r
r
u
m
b
a
d
o

L
a
s
 
L
a
g
u
n
a
s

付
属

資
料

4
.
　

村
落

視
察

時
の

住
民

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
　

（
1
1
月

1
2
日

,
1
3
日

）

ア
グ

ロ
フ

ォ
レ

ス
ト

リ
ー

の
状

況
等

（
視

察
の

確
認

事
項

）

N
/
A

河
川

汚
染

防
止

お
よ

び
有

機
堆

肥
の

利
用

を
目

的
と

し
、

ミ
ミ

ズ
堆

肥
は

建
設

中
で

あ
る

。
灌

漑
水

を
利

用
し

た
ア

ボ
ガ

ド
生

産
も

行
う

。
【

L
a
 
M
e
s
e
t
a
の

ア
グ

ロ
サ

イ
ト

視
察

】
ミ

ミ
ズ

堆
肥

（
1
2
℃

以
上

、
湿

度
7
0
％

、
P
H
7
程

度
に

管
理

）
は

現
在

建
設

中
。

教
会

の
支

援
を

通
じ

N
G
O
が

灌
漑

水
を

引
い

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

前
後

で
の

変
化

は
、

供
与

さ
れ

た
道

具
で

土
作

り
や

肥
料

作
り

、
ホ

ー
ス

に
よ

る
灌

漑
が

行
え

る
よ

う
に

な
っ

た
。

ア
グ

ロ
の

作
業

は
家

族
の

み
で

あ
り

、
周

辺
住

民
の

参
加

、
関

与
は

な
し

。
財

団
C
P
の

ジ
ェ

イ
ソ

ン
は

土
壌

保
全

工
お

よ
び

生
垣

柵
等

の
技

術
指

導
を

行
っ

て
い

る
。

技
術

指
導

は
グ

ル
ー

プ
指

導
で

な
く

、
個

々
へ

の
指

導
で

あ
り

、
他

村
落

へ
の

ス
タ

デ
ィ

ー
ツ

ア
ー

を
実

施
し

て
い

る
。

技
術

的
に

向
上

し
た

た
め

、
他

人
へ

あ
る

程
度

技
術

は
行

え
る

レ
ベ

ル
に

あ
る

。
ア

グ
ロ

導
入

し
て

か
ら

1
年

半
で

あ
り

、
ま

だ
経

済
的

な
成

果
は

上
が

っ
て

い
な

い
。

ア
グ

ロ
の

導
入

は
3
人

の
み

で
あ

り
、

面
積

は
1
5
タ

レ
ヤ

／
人

。
村

全
体

は
3
2
世

帯
で

あ
り

、
レ

モ
ン

グ
ラ

ス
を

利
用

し
た

土
壌

保
全

工
を

導
入

し
て

い
る

。
ア

グ
ロ

の
苗

は
リ

ボ
ル

ビ
ン

グ
フ

ァ
ン

ド
の

利
用

し
購

入
し

た
。

金
額

は
大

き
く

な
く

ま
も

な
く

完
済

可
能

で
あ

る
。

他
方

、
周

辺
住

民
は

ア
グ

ロ
に

対
し

興
味

な
し

。
ア

ボ
ガ

ド
の

出
荷

先
は

今
の

と
こ

ろ
な

い
が

、
財

団
は

全
国

的
な

果
樹

組
織

を
通

じ
、

近
く

国
外

輸
出

を
視

野
に

入
れ

て
い

る
。

N
/
A

N
/
A

森
林

火
災

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
て

灌
漑

受
益

者
だ

け
で

な
く

周
辺

住
民

に
も

研
修

を
行

い
啓

発
活

動
／

環
境

教
育

を
行

っ
て

お
り

、
今

の
と

こ
ろ

山
火

事
は

起
き

て
い

な
い

。

い
ろ

ん
な

組
織

/
団

体
が

村
落

に
入

っ
て

お
り

、
植

林
に

た
い

す
る

意
識

が
高

ま
り

、
結

果
森

林
火

災
は

起
き

て
い

な
い

。
火

災
が

起
き

て
も

防
火

団
を

結
成

し
て

い
る

た
め

初
期

消
火

に
て

対
応

が
可

能
で

あ
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

前
か

ら
植

林
活

動
を

行
っ

て
お

り
、

こ
こ

の
と

こ
ろ

火
災

を
見

か
け

て
い

な
い

。
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

と
し

て
森

林
火

災
の

研
修

を
受

け
て

お
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
消

防
団

を
結

成
し

て
い

る
。

N
/
A

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
イ

ン
パ

ク
ト

こ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
わ

れ
わ

れ
に

と
っ

て
長

年
夢

に
ま

で
見

た
、

乾
期

の
灌

漑
水

を
与

え
て

く
れ

た
。

水
は

最
終

的
に

は
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

全
体

の
利

益
に

な
る

。
し

か
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

の
収

入
向

上
に

ど
の

程
度

寄
与

す
る

か
不

明
で

あ
る

。

N
/
A

N
/
A

N
/
A

そ
の

他

【
農

業
普

及
員

の
存

在
】

農
業

普
及

員
は

い
な

い
。

ロ
ン

パ
ウ

ロ
氏

は
農

業
省

か
ら

の
出

向
技

術
者

で
あ

り
、

ま
た

C
P
の

ロ
ベ

ル
ト

は
農

地
省

出
身

の
技

術
者

で
あ

る
が

、
N
a
r
a
n
j
o
s
ま

で
手

が
回

ら
な

い
【

今
後

の
支

援
】

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

中
は

J
I
C
A
,
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
後

は
財

団
が

中
心

と
な

っ
て

行
う

。

同
地

域
は

貧
困

で
あ

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

よ
り

は
自

分
の

仕
事

が
第

一
で

あ
る

。
灌

漑
メ

ン
バ

ー
以

外
に

村
落

内
に

貧
困

が
存

在
す

る
。

特
に

灌
漑

農
業

の
支

援
の

た
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

1
年

程
度

の
延

長
を

お
願

い
し

た
い

。
【

リ
ボ

ル
ビ

ン
グ

フ
ァ

ン
ド

】
（

2
年

間
の

無
利

子
期

間
を

経
て

）
6
年

で
完

済
し

た
い

。
そ

の
た

め
1
2

月
に

ア
ボ

ガ
ド

を
売

り
た

い
。

【
付

近
の

灌
漑

サ
イ

ト
】

す
で

に
通

水
し

て
お

り
、

灌
漑

メ
ン

バ
ー

に
よ

り
、

ア
ビ

チ
ュ

エ
ラ

（
マ

メ
）

や
ピ

ー
マ

ン
の

栽
培

。
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

は
た

ま
に

詰
ま

る
こ

と
あ

り
。

バ
ン

ド
ゥ

ー
ラ

や
ア

ビ
チ

ュ
エ

ラ
の

主
食

の
マ

メ
は

、
今

後
少

し
ず

つ
導

入
を

図
る

。

【
リ

ボ
ル

ビ
ン

グ
】

ま
だ

返
済

条
件

が
決

ま
っ

て
い

な
い

。
投

入
は

い
づ

れ
返

済
す

る
こ

と
は

理
解

し
て

い
る

。
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